
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「あの夢ゆめは、一いっ体たい何なんだったんだろう……」

　放ほう課か後ご。

　勇ゆう気きは、学がっ校こうから帰かえって来くると、いつものように書しょ斎さいにこもっていた。

　そばには本ほんが何なん冊さつも積つみ上あがっていて、その山やまを見みて勇ゆう気きはため息いきを漏もらす。

　先せん日じつ、勇ゆう気きは奇き妙みょうな夢ゆめを見みた。

　それは、邪じゃ鬼きによって消けされてしまったと思おもわれていたキユウが、ピラミッドのような建けん築ちく物ぶつの頂ちょう上じょうにある神しん殿でんの前まえに立たっているというものだ。

　キユウは勇ゆう気きのほうを見みて、何なにかを言いおうとしていた。

　彼かれが何なにを言いおうとしていたのかは分わからない。

「だけど、あれはただの夢ゆめじゃない……」

　キユウはあの神しん殿でんの前まえで、勇ゆう気きが来くるのを待まっているのかもしれない。

　勇ゆう気きは夢ゆめを見みてからというもの、毎まい日にち父ちち親おやの書しょ斎さいで怪かい奇き現げん象しょうや超ちょう常じょう現げん象しょうの本ほんを調しらべ、あの建けん築ちく物ぶつを見みつけ出だそうと思おもっていた。

　しかしどれだけ調しらべても、まったく手てがかりは得えられなかった。

　今日きょうも成せい果かはゼロだ。

「もしかしたら、キユウはあそこに捕とらえられていて苦くるしんでるのかも」

　一いっ刻こくも早はやく、あの建けん築ちく物ぶつを見みつけ出だしてキユウを助たすけたい。

　それなのに手てがかりがない。

　勇ゆう気きは、日ひに日ひに焦あせるようになっていた。




「まあまあ、落おち着ついテ。焦あせっても何なにもいいことないと思おもうゾ」




　プーカが飛とびながら、ドアの隙すき間まから部へ屋やに入はいってきた。

　くるみパンを大だい事じそうに抱かかえている。

「プーカ、また勝かっ手てにリビングに行いったの？」

「安あん心しんしロ。キミのお母かあさんには見みつからないようにパンを取とったかラ」

「見みつからないってあのねえ！」

　プーカは、目めを離はなすとすぐにリビングへ行いってくるみパンを取とって来くる。

　最さい初しょはバレないように必ひっ死しに隠かくれながら移い動どうしていたが、最さい近きんは堂どう々どうと家いえの中なかを飛とんでいる。

「お母かあさんに見みつかったら、何なんて言いえばいいんだよ」

「だから大だい丈じょう夫ぶだっテ。見みつかったら見みつかったで、友とも達だちになればいいだけだしネ」

「友とも達だちって。怪かいと人ひとがそう簡かん単たんに友とも達だちになれるわけがないだろ！」

　プーカを見みたら、母はは親おやはきっと悲ひ鳴めいをあげるだろう。

「今こん度どからくるみパンが欲ほしいときは僕ぼくに言いって。取とって来くるから」

　勇ゆう気きはため息いき交まじりにそう言いった。

　そのとき、ドアが開あいた。

「やばい！」

　勇ゆう気きは母はは親おやが入はいってきたのだと思おもい、飛とんでいるプーカを掴つかむと、ポケットに入いれた。

「いやあ、今日きょうは天てん気きがよくて暖あたたかいねえ。あっ、ポケットには何なにも入はいってないよ。ちょっと寒さむいかもって思おもって、手てを入いれてるだけだから」

　勇ゆう気きは下手へたな作つくり笑わらいをしながら、ポケットに入いれた手てをアピールする。

　すると、入はいってきた人じん物ぶつが大おおきなため息いきを漏もらした。




「言いってることが滅め茶ちゃ苦く茶ちゃなんだけど」




「えっ？」

　ドアの前まえに立たっていたのは、羽心うららだった。

「おい、妖よう精せいをいきなりポケットに突つっ込こむのはよくないゾ！」

　プーカが怒おこりながらポケットから出でて来くる。

「いやあ、あの、あはは。ところで羽心うらら、今日きょうはどうしたの？」

　勇ゆう気きは笑わらって誤ご魔ま化かしながら、話わ題だいを変かえた。
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　すると、羽心うららは険けわしい表ひょう情じょうになった。

　そんな羽心うららを見みて、勇ゆう気きはハッとする。

「まさか」

「そう、そのまさかよ」

　羽心うららは勇ゆう気きをじっと見みつめた。

「町まちにまた、怪かい現げん象しょうが現あらわれたわ」
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「ここが現げん場ばよ」

　勇ゆう気きは羽心うららとともに、住じゅう宅たく地ちの路ろ地じにやってきた。

　昨日きのうここで、部ぶ活かつ帰がえりの３人にんの中ちゅう学がく生せいが奇き妙みょうな男だん女じょに襲おそわれそうになったのだ。

「その２人ふたりは死しんだような青あお色いろの顔かおをしていて、フラフラと歩あるきながら、中ちゅう学がく生せいを捕つかまえようとしてきたらしいの」

「怪かいの力ちからを受うけてそうなったってことなのかな？」

「さあ、それはまだ分わからないけど」

「青あお色いろの顔かおねェ」

　プーカは２人ふたりのそばを飛とびながら、「う～ン」とうなった。

「プーカ、どんな怪かいの力ちからか知しってるの？」

「勇ゆう気きクン、まあ待まつんダ。焦あせっても何なにもいいことないと思おもうゾ」

「またそのセリフ？」

「とりあえず、調しらべてみましょう」

「あ、うん、そうだね」

　勇ゆう気きたちは路ろ地じを歩あるき出だそうとした。




「助たすけてえ！」




　突とつ然ぜん、路ろ地じの向むこうから、ひとりのおばさんが走はしってきた。

「どうしたんですか??」

「変へんなカップルがいたの！」

「それって、青あお色いろの顔かおのフラフラと歩あるく人ひとたちですか？」

　勇ゆう気きの言こと葉ばに、おばさんは何なん度ども大おおきくうなずいた。

「路ろ地じを曲まがったところにいたわ！」

「羽心うらら！」

「ええ！」

　勇ゆう気きと羽心うららは同どう時じに角かどへと走はしった。




「ここだ！」

　勇ゆう気きたちは路ろ地じの角かどを曲まがると、身み構がまえながら道どう路ろを見みた。

　しかし、誰だれもいない。

「移い動どうしたのかしら？」

「まだ近ちかくにいるはずだ」

　２人ふたりはさらに路ろ地じを歩あるいた。




「えっ？」




　角かどのところで、ひとりの男おとこの人ひとがうずくまっていた。

「あの人ひと、何なんだかヤバそうだゾ」

「もしかして不ぶ気き味みな男おとこたちに襲おそわれたのかも！」

　勇ゆう気きたちは男おとこの人ひとのもとへ駆かけ寄よった。

「あの、大だい丈じょう夫ぶですか？」

「救きゅう急きゅう車しゃ呼よんだほうがいい？」

　勇ゆう気きと羽心うららは、男おとこの人ひとの様よう子すを確かく認にんしようと顔かおを覗のぞき込こんだ。

　瞬しゅん間かん、２人ふたりは目めを大おおきく見み開ひらいた。




　男おとこの人ひとの顔かおは、死しんだような青あお色いろだったのだ。




　アアアァァ




　男おとこはフラフラとしながら立たち上あがると、うなり声ごえをあげながら手てを伸のばし、勇ゆう気きたちを捕つかまえようとしてきた。

「こいつが不ぶ気き味みな男おとこだ!!」

　勇ゆう気きたちは、あわててその男おとこから離はなれようとする。

　だがそのとき、羽心うららの背せ中なかが誰だれかとぶつかった。

　見みると、背はい後ごに死しんだような青あお色いろの顔かおをした女おんなが立たっていた。




　ウウゥウゥ




　女おんなはうつろな目めでうめき声ごえをあげながら、羽心うららを捕つかまえようとする。

「嫌いやあああ！」

「やめろっ！」

　勇ゆう気きは女おんなに体たい当あたりをした。
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　ウウウゥ




　女おんながよろける。

「羽心うらら、こっちだ！」

　勇ゆう気きは羽心うららの手てを掴つかむと、その場ばから駆かけ出だした。

「何なんなんだ、あの怪かい現げん象しょうは??」

「勇ゆう気き、見みて!!」

　羽心うららは走はしりながら、空そらを指ゆびさした。

「ああ!!」

　空そらに、×バツ印じるし状じょうのヒビが浮うかんでいる。

　ヒビの中なかで、黒くろい煙けむりがゆらゆらと揺ゆらめいている。

　ヒビはかなり大おおきくなっていた。

　そのヒビの中なかから、何なにかが這はい出でようとしていた。




　アアァアア




　それは、青あお色いろの顔かおをした不ぶ気き味みな人にん間げんだ。

「あれは怪かい現げん象しょうじゃなイ！　怪かいそのものだゾ！」

　プーカが２人ふたりにそう言いった。




　ドサッ




　ヒビから這はい出でた不ぶ気き味みな人にん間げんが、地じ面めんに落おちる。

　不ぶ気き味みな人にん間げんは、フラフラとしながら立たち上あがると、勇ゆう気きたちのほうへと歩あるいてきた。

「逃にげろ！」

　勇ゆう気きは羽心うららたちを連つれて、走はしり出だした。

「怪かいが直ちょく接せつこっちの時じ代だいに出でて来きたってことか」

「ねえ、邪じゃ鬼きの力ちからが強つよまってるんじゃないの??」

「そんな！　だけどあれは何なんなんだ？」

　勇ゆう気きの焦あせる声こえに、プーカが反はん応のうした。




「思おもい出だしたゾ。あれは『ゾンビ』ダ！」




「それって、映えい画がとかドラマに出でてくるあのゾンビってこと??」

「テレビ？　映えい画がだっテ??　それはよく分わからないけど、奴やつらはゾンビで間ま違ちがいないゾ」

　プーカの言こと葉ばに、羽心うららは走はしりながらうなずいた。

「死しんだような青あお色いろの顔かおに、うつろな目め、それにフラフラとした歩あるき方かた。プーカの言いうとおり、あれはゾンビよ」

「くっ、ゾンビが来くるなんて……」

　メデューサがこちらの世せ界かいに来きたとき以い来らいの大だい事じ件けんだ。

　このままでは、見み捨すて里り市しがゾンビだらけになってしまう。

「羽心うらら、家いえに戻もどるぞ！　どんな怪かいか分わかれば倒たおすことができるはずだ！」

　怪かいを倒たおせば、すべてが元もとに戻もどる。

　町まちに現あらわれたゾンビたちも消きえるのだ。

　勇ゆう気きたちは家いえへと向むかった。
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　勇ゆう気きたちは家いえに帰かえって来くると、書しょ斎さいに駆かけ込こんだ。

「ゾンビの弱じゃく点てん……、ゾンビの弱じゃく点てん……」

　勇ゆう気きたちは、倒たおすための道どう具ぐを探さがす。

　すると、プーカが口くちを開ひらいた。

「ゾンビの弱じゃく点てんは頭あたまだゾ」

「頭あたま??」

　勇ゆう気きと羽心うららは同どう時じに首くびをかしげた。

「頭あたまが弱じゃく点てんって言いわれても、どうやって攻こう撃げきすればいいか分わからないよ。プーカ、ほかに弱じゃく点てんはないの？」

「う～ん、ほかに何なにかあったかなア～？」




「そうだ！　音おとはどうかしら？」




　羽心うららが勇ゆう気きたちを見みた。

「音おとってどういうこと？」

「以い前ぜん本ほんで読よんだことがあるの。ゾンビには意い思しはなくて、ただ音おとの鳴なるほうに動うごく習しゅう性せいがあるって」

「そう言いわれれば、たしかに意い思しはなさそうだったよね」

「でしょ。音おとを鳴ならして上手うまく誘ゆう導どうして海うみや池いけに沈しずめれば倒たおせるんじゃない？」

「なるほド。羽心うららチャン、ナイスアイデアだゾ！」

「音おとか……」

　勇ゆう気きは書しょ斎さいの中なかを眺ながめた。

　すると、棚たなに飾かざられていたある物ものが目めに留とまった。

「これならいけるかも！」

　それは、民みん芸げい品ひんの『横よこ笛ぶえ』だ。

「いいわね。笛ふえなら遠とおくまで音おとが聞きこえるものね！」

　勇ゆう気きは両りょう手てに太たい陽ようと月つきのグローブをはめると、横よこ笛ぶえを手てに取とった。

「羽心うららも！」

「うん！」

　羽心うららは、ポケットから、星ほしのグローブを取とり出だす。

　そして、それを右みぎ手てにはめた。

「よし、行いこウ！」

　プーカが勇ゆう気きの服ふくの胸むねポケットに入はいる。

　勇ゆう気きは、壁かべに近ちかづくと、左ひだり手てをかざして呪じゅ文もんを唱となえた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、壁かべに大おおきな渦うずの穴あなができた。

　勇ゆう気きは、光ひかりの渦うずの中なかに飛とび込こむ。

　羽心うららもそんな勇ゆう気きを見みながら、その後あとに続つづいた。




「んんんん！」




　勇ゆう気きと羽心うららは、光ひかりのトンネルの中なかで必ひっ死しにバランスを取とる。

　目めが回まわる！

　頭あたまが回まわる！

　それでも２人ふたりは前まえを見みつめた。

　やがて、光ひかりのトンネルの奥おくに、地じ面めんが見みえてきた。
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「はっ！」




　勇ゆう気きと羽心うららは、きれいに着ちゃく地ちをした。

「おお～、みごとだねェ！」

「完かん璧ぺきでしょ！」

　羽心うららは勇ゆう気きのポケットから顔かおを出だしたプーカに、笑え顔がおでピースをした。

　一いっ方ぽう、勇ゆう気きは周まわりの景け色しきを確かく認にんしていた。

「ここはどこなんだ？」

　照てり付つける太たい陽ようの下もと、見み渡わたす限かぎり荒あれた大だい地ちが広ひろがっていた。

　遠とおくに、道どう路ろが見みえる。

　道どう路ろは果はてしなくまっすぐ延のびていた。

　車くるまは走はしっていない。

　かなりの田舎いなかのようだ。

「ねえ、あそこ！」

　羽心うららは、道どう路ろのむこうを指ゆびさした。

　そこには、いくつかの家いえが見みえていた。

「行いってみよう」

　勇ゆう気きたちは、あわてて駆かけ出だした。
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「ここは、町まちだよね……？」

　建たて物もののそばまでやってきた勇ゆう気きたちは首くびをかしげた。

　小ちいさな家いえが、ポツンポツンと10軒けんほど建たっている。

　その家いえの近ちかくに車くるまが止とまっているが、人ひとの姿すがたはない。

「町まちにしては小ちいさすぎるような気きがするけど」

　そのとき、建たて物ものの陰かげから、ワンピースを着きた同おなじぐらいの歳としの女おんなの子こが現あらわれた。

「あなたたちは誰だれ？」

「ええっと、僕ぼくたちは──」




「もしかして、あなたたちも親おやを連つれ戻もどしにきたの??」




「親おやを？」

「あなたたちもって、どういう意い味み？」

　羽心うららがたずねると、女おんなの子こは正しょう面めんに見みえる１軒けんの家いえを見みた。




「私わたしのパパ、あそこで『宇う宙ちゅう人じんホテル』を経けい営えいしているの」




「宇う宙ちゅう人じんホテル??」

　家いえの前まえには看かん板ばんがあり、宇う宙ちゅう人じんのようなイラストが大おおきく描かかれている。

「ええっと、ここはどこ？」

「どこって、レイチェルの町まちよ」

「レイチェルって言いわれても、さすがにそれだけじゃ分わからないよ」

　勇ゆう気きが困こまった顔かおをすると、となりにいた羽心うららが口くちを開ひらいた。

「宇う宙ちゅう人じん……、レイチェル……、そっか、ここがどこか分わかったかも」

「えっ？　どこなんだ??」




「『エリア51』の近ちかくよ！」




「えええ!?」

　勇ゆう気きは驚おどろきながら羽心うららを見みた。

「それって、宇う宙ちゅう人じんの秘ひ密みつ基き地ちがあるっていう軍ぐんの施し設せつだよね？」

「そう、アメリカで有ゆう名めいなＵＦＯユーフォースポットよ！」

　勇ゆう気きも世せ界かいの不ふ思し議ぎに関かんする本ほんなどで、その名な前まえを何なん度ども見みたことがあった。
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「本ほんには、エリア51の近ちかくに、ＵＦＯユーフォー好ずきの人ひとたちが作つくった町まちがあるって書かいてあったよ」

「そう、それがこのレイチェルの町まちよ」

　羽心うららの言こと葉ばに、女おんなの子こは大おおきくうなずいた。

　話はなしを聞きくと、彼かの女じょはアリスといい、勇ゆう気きたちより１歳さい年とし下しただった。

　今いまは、１９９０年ねんらしい。

　２～３年ねんほど前まえから、この辺あたりでＵＦＯユーフォーがよく目もく撃げきされるようになり、エリア51が注ちゅう目もくされるようになったという。

　アリスの父ちち親おやは、もともとアリスたち家か族ぞくと一いっ緒しょにサンフランシスコで暮くらしていた。

　だが、２年ねん前まえＵＦＯユーフォーブームを知しると、ひとりでレイチェルの町まちに引ひっ越こしてしまい、ホテル兼けんお土産みやげ屋やをはじめたのだという。

「パパ、すぐに帰かえるって言いったんだけど」

　２年ねん経たっても、全ぜん然ぜん帰かえって来くる気け配はいがないという。

　そのため、アリスと母はは親おやが呼よび戻もどしにきたのだ。

「２年ねんも帰かえって来こないなんて、ずいぶんいい加か減げんなお父とうさんね」

　羽心うららは、アリスの父ちち親おやの行こう動どうに呆あきれる。

　そのなか、勇ゆう気きは苛いら立だったような表ひょう情じょうを浮うかべた。




「家か族ぞくが待まってるのに帰かえって来こないなんて、そんなのよくないよ」




「勇ゆう気き……」

　勇ゆう気きの父ちち親おやは、勇ゆう気きが２歳さいのとき、出しゅっ張ちょう中ちゅうに事じ故こに遭あって死しんでしまっていた。

　勇ゆう気きは今いまでも父ちち親おやに会あいたいと思おもっていた。

　そのため、家か族ぞくのもとへ帰かえらないアリスの父ちち親おやの行こう動どうに腹はらが立たったのだ。

　と、宇う宙ちゅう人じんホテルから２人ふたりの大人おとなが出でてきた。

「ママ、パパ！」

　アリスは２人ふたりに声こえをかける。

　どうやらアリスの母はは親おやと父ちち親おやのようだ。

「アリス、あなたからも言いってちょうだい。この人ひと、宇う宙ちゅう人じんはほんとにいるって言いうのよ！」

「ええ??　パパまだそんなこと言いってるの??」

「アリス、パパはここに住すんでよ～く分わかったんだ！　この世よの中なかにはね。僕ぼくたちがまだ知しらない存そん在ざいや現げん象しょうがたくさんあるんだ。軍ぐんは何なにかを隠かくしてるって、ポールが言いっていたからねえ」

「ポール？」

「ああ、この町まちに住すんでいるバンドマンだよ～！」

　父ちち親おやは少すこし離はなれた場ば所しょに見みえるトレーラーハウスを指ゆびさした。

「ポールは自じ分ぶんの作つくった音おん楽がくを宇う宙ちゅう人じんに聞きかせるために、この町まちに引ひっ越こしてきたんだよ。トレーラーハウスは完かん全ぜん防ぼう音おんになっててねえ、彼かれは毎まい日にち『宇う宙ちゅう人じんラブラブロック』という歌うたを練れん習しゅうしているんだよ～」

「何なにそれ??」

「ポールが作つくった名めい曲きょくさ。宇う宙ちゅう人じんも～地ち球きゅう人じんも～みんなラブラブでロックを歌うたおう～♪　この町まちのみんなは～宇う宙ちゅう人じんが大だい好すき～♪」

　父ちち親おやはノリノリで歌うたを歌うたう。
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「何なんだか妙みょうにテンションが高たかい人ひとだね……」

　勇ゆう気きたちは、戸と惑まどいながら父ちち親おやを見みた。

「おや、君きみたちは観かん光こう客きゃくかい？」

　父ちち親おやは満まん面めんの笑えみを浮うかべて、勇ゆう気きたちのもとへやってきた。

「お土産みやげにエリア51クッキーはどうだい？　宇う宙ちゅう人じんキーホルダーもあるよ！　今いまなら３つ買かったら１つオマケするよ～」

「いや、ええっと、その」

　そんな父ちち親おやを見みて、アリスが声こえをあげた。

「もうパパ、やめて！　宇う宙ちゅう人じんなんかいるわけないでしょ！　あなたたちからもそんなのいないって言いってあげて！」

　アリスはそう言いうが、勇ゆう気きは困こまったような表ひょう情じょうを浮うかべた。

「エリア51にＵＦＯユーフォーとか宇う宙ちゅう人じんがいるかどうかは分わからないけど、この世よの中なかには僕ぼくたちがまだ知しらない存そん在ざいや現げん象しょうがあるのは事じ実じつだよ」

　勇ゆう気きは、キユウと出で会あい、今いままで様さま々ざまな怪かいと遭そう遇ぐうしてきた。

「地ち底てい人じんとかもいたもんね」

　羽心うららもそのときのことを思おもい出だして、身み震ぶるいした。

「宇う宙ちゅう人じんはまだ出で会あったことはないけど、宇う宙ちゅう人じん型がたのロボットは会あったことあるよ」

　それは、フラットウッズ・モンスターのことだ。

「それに、オイラもいるしネ」

　プーカが勇ゆう気きの服ふくの胸むねポケットから顔かおを出だして笑わらった。

「おおお、何なんだいそれは～??」

「えっ、あ、いやあ、ただのオモチャです！」

　勇ゆう気きはあわててプーカをポケットの中なかに押おし込こんだ。

「君きみが出でてきたら話はなしがややこしくなるだろ……！」

「いやあ、ついアピールしたくテ」




「何なんなのよ！」




　突とつ然ぜん、アリスが声こえをあららげた。

「あなたたちもここに来きてるってことは、宇う宙ちゅう人じんが好すきってことだもんね！」

　アリスは勇ゆう気きたちをにらんだ。

「えっと、僕ぼくたちは宇う宙ちゅう人じんが好すきなわけじゃなくて」

「そうよ。怪かい奇き現げん象しょう全ぜん般ぱんが好すきなだけよ！」

「羽心うらら！」

「もういい！」

　アリスは頬ほおを膨ふくらませると、母はは親おやのそばに駆かけ寄よった。

「ママ、帰かえろう。パパなんか知しらない！」

「アリス、いいの？」

「いい！　早はやく帰かえろう！」

　母はは親おやは戸と惑まどいながらも、仕し方かたなく帰かえることにした。

「羽心うらら、よけいなこと言いっちゃだめだろ」

「私わたしは正しょう直じきに言いっただけよ」

「ああもう！」

　勇ゆう気きは、アリスの父ちち親おやのほうを見みた。

「とにかく２人ふたりを引ひき止とめて下ください。これじゃあほんとに家か族ぞくと会あえなくなっちゃいますよ！」

　家か族ぞくがいつまでも一いっ緒しょにいられるとは限かぎらない。

　父ちち親おやのいない勇ゆう気きには、それが痛いたいほど分わかっていたのだ。

　しかし、父ちち親おやは「そんなことより」と言いった。

「今いまは君きみたちがお土産みやげを買かうことのほうが重じゅう要ようだろ～！」

「えええ??」

「君きみたち今こん夜やこの町まちに泊とまるだろ？　だったらウチに泊とまったらどうだい？　親おや御ごさんはどこにいるのかな～？」

　父ちち親おやはアリスたちを放ほうって、勇ゆう気きたちに営えい業ぎょうをはじめた。

「何なんなんだ、この人ひと……」

「アリスちゃんが怒おこるのも無む理りないわよね」

　勇ゆう気きと羽心うららは、父ちち親おやの態たい度どにゲンナリしてしまう。

　そのなか、プーカがポケットの中なかから小こ声ごえで話はなしかけてきた。




「ところで、ゾンビはどうなったんだイ？」




「そう言いわれれば！」

　時じ空くうを超こえてこの場ば所しょに来きたのは、ゾンビを倒たおすためだったのだ。

「ゾンビなんてどこにもいないわよね？」

「あの、この辺あたりでゾンビを見みませんでしたか？」

　勇ゆう気きは父ちち親おやにたずねた。

「ゾンビ？　おいおい、この辺あたりでって、まさかゾンビがいるのかい？」

「ええ、たぶんいるはずなんです」

「おおお、それはすごい！　宇う宙ちゅう人じんにゾンビ！　これはさらに儲もうかるぞお！」

　父ちち親おやはひとりで盛もり上あがった。

「ほんと商しょう売ばいのことばっかり」

「だけど、ゾンビのことは知しらないようね。この辺あたりにいるわけじゃないのかも」

「だったら、どうして時ときのトンネルがつながった先さきがここだったんだ？」

　勇ゆう気きたちはどこを探さがせばいいのか分わからなくなってしまった。




「大たい変へんよ！」




　そのとき、アリスと母はは親おやが走はしって戻もどってきた。

「どうしたの？」

　勇ゆう気きがたずねると、２人ふたりは道どう路ろのほうを指ゆびさす。

　何なん台だいもの車くるまが列れつになって道どう路ろを走はしっているのが見みえた。

　どれも物もの々ものしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせた緑みどり色いろの大おお型がた車しゃだ。

「どうして軍ぐんの車くるまが??」

　父ちち親おやは目めをパチクリさせた。

「軍ぐんって、アメリカの軍ぐんってこと??」

　勇ゆう気きたちが戸と惑まどっていると、軍ぐんの車くるまが町まちの入いり口ぐちで停てい車しゃした。

　そして、銃じゅうを持もった兵へい士したちが降おりてきた。
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「全ぜん員いん、油ゆ断だんするな！」

　ヒゲを生はやした大おお柄がらの男おとこの人ひとが、兵へい士したちに言いった。

　どうやら隊たい長ちょうのようだ。

「勇ゆう気き、あれ何なに??」

「そんなの分わかるわけないよ」

　勇ゆう気きたちは戸と惑まどいながら、兵へい士したちを見みていた。

　すると、少すこし離はなれた建たて物ものの裏うら手てから、ひとりの青せい年ねんが現あらわれた。

　青せい年ねんは、フラフラとよろめくように歩あるいている。




　その顔かおは、青あお色いろだった。




「いたぞ、ゾンビだ!!」

　隊たい長ちょうが叫さけんだ。




　ウゥゥウウ

　アアァアァアア




　気きが付つくと、ほかの場ば所しょからも次つぎ々つぎとゾンビが姿すがたを現あらわす。

　その数かずは、20人にんを超こえていた。

「おお、すごい！　すごいぞお！」

　アリスの父ちち親おやが興こう奮ふんする。

「おじさん、逃にげて下ください！」

「いや、だけど本ほん物もののゾンビだよ！」

「いいから、襲おそわれちゃいますってば！」

　勇ゆう気きは父ちち親おやの手てを引ひっ張ぱると、アリスたちとともに宇う宙ちゅう人じんホテルへと走はしった。




「ゾンビがこの世よにいるなんて！」

　ホテルに逃にげ込こんだアリスの父ちち親おやは興こう奮ふんしていた。

「ママ、怖こわいよぉ」

　一いっ方ぽう、アリスと母はは親おやは恐きょう怖ふで震ふるえていた。

「勇ゆう気き、早はやくあいつらを倒たおさなきゃ！」

「あ、ああ！」

　勇ゆう気きは横よこ笛ぶえを握にぎり締しめると、父ちち親おやのほうを見みた。

「この辺あたりに海うみとか池いけはありませんか？」

　横よこ笛ぶえを吹ふいて、ゾンビたちをそこまで誘ゆう導どうするのだ。

　だが、父ちち親おやはブンブンと頭あたまを大おおきく横よこに振ふった。




「この辺あたりは荒こう野やだ。あるのは砂さ漠ばくぐらいだよ」




「そんな！」

「それじゃあゾンビたちを倒たおすことができないわよ!?」

「これは本ほん気きでやばいゾ」

　勇ゆう気きの服ふくの胸むねポケットの中なかで、プーカも戸と惑まどう。

　そのとき、入いり口ぐちのドアが開あいた。

「きゃああ！」

　アリスは、そばの棚たなに置おいてあった宇う宙ちゅう人じんキーホルダーを掴つかむと入いり口ぐちにむかって投なげた。

「あいたた！　やめろ！　私わたしだ！」

　よく見みると、入いり口ぐちにいたのは隊たい長ちょうだった。

「くそっ、こんなの想そう定てい外がいだ！」

　隊たい長ちょうは荒あらく呼こ吸きゅうをしながら、入いり口ぐちのドアを閉しめた。

「あの、外そとはどうなったんですか??」

　勇ゆう気きがたずねると、窓まどの外そとを確かく認にんした羽心うららが声こえをあげた。




「大たい変へん！　みんな捕つかまってるわ！」




「えええ??」

　勇ゆう気きは窓まどに駆かけ寄よると、外そとを見みた。

　兵へい士したちはゾンビに捕つかまり、１箇か所しょに集あつめられていた。

「くうう、射しゃ殺さつしてはならんと上うえから言いわれたせいだ」

　隊たい長ちょうが苛いら立だちの表ひょう情じょうを浮うかべた。

「それって、生いきて捕つかまえるってことですか？」

「ああ。銃じゅうはすべて麻ま酔すい銃じゅうだ。だが、奴やつらはそう簡かん単たんには麻ま酔すいが効きかん。そのせいで、我われ々われはまともに戦たたかえなかったんだ」

　隊たい長ちょうはアリスの父ちち親おやを見みた。

「電でん話わはどこだ？」

「ええっと、そこのレジの横よこですけど」

「ゾンビのくせに調ちょう子しに乗のりおって！　援えん軍ぐんを呼よんでせん滅めつさせてやる！」

「せん滅めつ??」

　勇ゆう気きが首くびをひねると、羽心うららが小こ声ごえで口くちを開ひらいた。

「完かん全ぜんに滅ほろぼすってことよ」

「えええ??」

　と、電でん話わをかけていた隊たい長ちょうが、「どういうことだ??」と声こえをあげた。

「電でん話わが通つうじんぞ！」

「何なんだって??」

　父ちち親おやは受じゅ話わ器きを受うけ取とると、耳みみに当あてた。

　だが、電でん話わはまったく音おとがしないようだ。




「パパ、あれ！」




　勇ゆう気きたちと反はん対たい側がわの窓まどを見みていたアリスが声こえをあげた。

「どうした??」

　父ちち親おやが駆かけ寄より、外そとを見みると、切きれた電でん話わ線せんが木きの柱はしらにぶら下さがっていた。

「これじゃあ電でん話わができないぞ！」

「ぬううう、ゾンビたちのしわざだ！」

　隊たい長ちょうは苛いら立だちながら壁かべを激はげしく叩たたいた。

　一いっ方ぽう、それを聞きいた勇ゆう気きは首くびをかしげた。

「ゾンビが電でん話わの線せんを切きったってこと？　ゾンビって意い思しもなくただフラフラしながら人にん間げんを襲おそうだけだよね??」

　何なにかがおかしい。

　しかし考かんがえていても仕し方かたがない。

「とにかく、早はやく連れん絡らくをしてください！　スマホなら電でん話わできるでしょ！」

　勇ゆう気きはそう提てい案あんした。

　据すえ置おき型がたの電でん話わが通つうじなくても、スマホなら通つうじるはずなのだ。

　だが、隊たい長ちょうたちはきょとんとした顔かおになった。

「スマホ？　何なんだそれは??」

「ええっと、だから電でん話わができる、ケータイみたいなもので」

「ケータイ??」

　隊たい長ちょうたちはますますきょとんとなった。

「勇ゆう気き、この時じ代だいにはまだスマホもケータイも普ふ及きゅうしてないわよ」

「ああっ、そうだった！」

　今いまは１９９０年ねんだった。

　勇ゆう気きは以い前ぜん、母はは親おやから電でん話わの歴れき史しを聞きいたことがあった。

　この時じ代だいは、スマホはおろかケータイも普ふ及きゅうしていなかったのだ。

「ぐぬぬぬ、我われ々われがゾンビごときに負まけるとは……」

　隊たい長ちょうは苦にが々にがしい表ひょう情じょうを浮うかべた。

　そんななか、勇ゆう気きはあることが気きになった。




「あの、もしかしてゾンビのことをよく知しってるんですか？」




　隊たい長ちょうはまるでゾンビの存そん在ざいを以い前ぜんから知しっているような口くちぶりだったのだ。

　すると、隊たい長ちょうが急きゅうに焦あせったような顔かおになった。

「そ、それはだな」

　隊たい長ちょうは言いうのを躊ちゅう躇ちょするが、羽心うららやアリスたちがじっと見みていることに気きづいた。

　そんな彼かれらを見みて、隊たい長ちょうは戸と惑まどうが、やがてゆっくりと口くちを開ひらいた。




「あれは、ゾンビは……、我わが軍ぐんの研けん究きゅう対たい象しょうになっているのだ」




　隊たい長ちょうは、ホテルの中なかに飾かざられている宇う宙ちゅう人じんグッズを見みつめた。

「君きみたちは何なにも分わかっておらん」

「分わかってない……？」

　勇ゆう気きたちが困こん惑わくしていると、羽心うららが一いっ歩ぽ前まえに出でた。

「まさか、エリア51にいるのは、宇う宙ちゅう人じんじゃなくてゾンビだったってこと??」

　その言こと葉ばに、隊たい長ちょうは小ちいさくうなずいた。

「我われ々われは奴やつらを捕つかまえ研けん究きゅうしていた。だが、施し設せつから逃にげ出だしてしまったんだ」




「誰だれか助たすけてくれ!!」




　突とつ然ぜん、窓まどの外そとで悲ひ鳴めいがあがった。

　見みると、長ながい髪かみをしたおじさんが、ゾンビたちから逃にげていた。

「ポール！」

　アリスの父ちち親おやがおじさんを見みて叫さけぶ。

「ポールって、宇う宙ちゅう人じんラブラブロックの??」

　どうやら、トレーラーハウスから出でて来きてしまったようだ。

「勇ゆう気き、早はやく何なんとかしないと！」

「分わかってるよ！　だけどどうやってゾンビたちを倒たおすんだ？　沈しずめる場ば所しょなんかないんだぞ！」




「沈しずめる場ば所しょ？」




　アリスの父ちち親おやが勇ゆう気きたちのほうを見みた。

「君きみたちはさっき、海うみとか池いけがないか聞きいてきたよねえ？　あれは、ゾンビたちを沈しずめるためだったのかい？」

「そうです。誘ゆう導どうして沈しずめれば、ゾンビを倒たおせるんです！」

　勇ゆう気きの言こと葉ばに、父ちち親おやは「う～ん」とうなった。




「海うみや池いけじゃないけど、『砂すな地じ獄ごく』なら近ちかくにあるよ」




「えっ！」

　砂すな地じ獄ごくとは、砂すなでできた底そこなし沼ぬまのような場ば所しょである。

　一いち度ど入はいってしまうと、身体からだが沈しずんでいき、脱だっ出しゅつすることは困こん難なんだ。

「勇ゆう気き、それだったらゾンビたちを沈しずめられるかも！」

「うんうン！　オイラもありだと思おもうゾ！」

「あ、ああ！」

　迷まよっている暇ひまはない。

　勇ゆう気きは父ちち親おやに砂すな地じ獄ごくのある場ば所しょを聞きくと、一いち同どうを見みた。

「今いまからゾンビを誘ゆう導どうします！　その隙すきにポールさんや兵へい士しのみんなを避ひ難なんさせてください！」

「まさか君きみがゾンビと戦たたかうというのかね!?」

　隊たい長ちょうが驚おどろきながらたずねると、勇ゆう気きははっきり「はい」と答こたえた。




「僕ぼくたちは、そのために来きたんです！」




　勇ゆう気きと羽心うららは互たがいの顔かおを見みる。

　次つぎの瞬しゅん間かん、２人ふたりは同どう時じに前まえを向むくと、ドアを開あけ、勢いきおいよく外そとに飛とび出だした。
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「来くるな！　ひいい！」

　ゾンビたちは、逃にげるポールを追おいかけていた。

「勇ゆう気き、早はやく笛ふえを！」

「ああ、分わかった！」

　勇ゆう気きはゾンビたちのほうを見みた。

「さあ、こっちを見みろ！」

　勇ゆう気きは横よこ笛ぶえを構かまえ、吹ふき口ぐちに口くちを当あてた。




　フウ～　フフフゥ～




　しかし、笛ふえはまったく鳴ならなかった。

「何なにやってるのよ！　早はやく！」

「う、うん！」
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　フヒ～、フフフ～




「冗じょう談だんはよして！」

「冗じょう談だんなんかじゃないよ。よく考かんがえたら、僕ぼく、横よこ笛ぶえなんか吹ふいたことなかった！」




「えええ～！」




「リコーダーと同おなじ吹ふき方かたでいいと思おもってたんだけど」

「縦たて笛ぶえと違ちがって、横よこ笛ぶえは吹ふくのにコツがいるのよ！」

「コツって言いわれても」

　ゾンビたちはポールを捕つかまえようとする。

　勇ゆう気きは焦あせれば焦あせるほど、ますます笛ふえを吹ふけなくなった。

「おイ、どうするんだヨ！」

「必ひっ死しにやってるんだってば！」

「ああんもう！」

　羽心うららが横よこ笛ぶえを奪うばうように手てに取とった。

　ゾンビたちを見みながら、横よこ笛ぶえを構かまえる。

「羽心うらら、もしかして吹ふけるの!?」

「ええ、こういうのは得とく意いなの！」

「さすが羽心うららチャン！」

　羽心うららは吹ふき口ぐちに口くちを近ちかづけた。

　だがそれを見みて、勇ゆう気きはあわてて声こえをかけた。

「まずは吹ふくところを拭ふかないと！」

「そんなことしてる場ば合あいじゃないでしょ！」

「だけど！」

「ああもうったらもう～！」

　羽心うららは面めん倒どうくさそうに服ふくの袖そでで吹ふき口ぐちを拭ふいた。

「これでいい!?」

「うんうんうん！」

「まったく～！」

　羽心うららは呆あきれ顔がおになりながらも、あらためて横よこ笛ぶえの吹ふき口ぐちに口くちを近ちかづけた。




　ピュ～～　ピュゥゥ～～




　きれいな音ね色いろが辺あたりに響ひびく。

　途と端たんに、ゾンビたちの動うごきがピタリと止とまった。




　ウゥウウゥ

　アアァアア




　ゾンビたちが羽心うららのほうを見みた。

「やったゾ！」

「羽心うらら、あいつらを誘ゆう導どうするんだ！」

　羽心うららはうなずくと、笛ふえを吹ふき、砂すな地じ獄ごくのある方ほう向こうへと移い動どうする。

　ゾンビたちは、その音おとに導みちびかれるかのように、フラフラしながら付ついてきた。

　それを確かく認にんし、アリスの父ちち親おやがホテルから飛とび出だした。

「ポール、大だい丈じょう夫ぶかい!?」

「あいつら何なんなんだよ～！」

　父ちち親おやは、ポールをホテルに避ひ難なんさせようとした。

　しかしそのとき──、

　目めの前まえの建たて物ものの上うえに、金きん髪ぱつの男おとこのゾンビが姿すがたを現あらわした。




　ガアァァ!!




　金きん髪ぱつのゾンビは、ほかのゾンビたちに向むかって叫さけぶ。

　瞬しゅん間かん、ゾンビたちの動うごきが止とまった。
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　ウゥウウゥ

　アアァアア




　ゾンビたちは、金きん髪ぱつのゾンビのほうへと歩あるいて行いった。

「どうして??」

　羽心うららは笛ふえを吹ふくが、ゾンビたちはまったく反はん応のうしない。

　すると、ホテルから出でてきた隊たい長ちょうが叫さけんだ。

「奴やつだ！　奴やつがゾンビたちを逃にがしたんだ！」




「逃にがしたって、あれもゾンビよね？」

「隊たい長ちょうさん！　どういうことなんですか!?」

　勇ゆう気きがたずねると、隊たい長ちょうは怯おびえながら話はなしをした。

「昨日きのうの夜よるだ。ひとりの少しょう年ねんがエリア51に現あらわれたんだ」

「少しょう年ねん??」

「そいつはあの金きん髪ぱつのゾンビに何なにかをしてすぐに消きえた。その後あと、金きん髪ぱつのゾンビがリーダーのようになったんだ！」

「リーダーって」

　ほかのゾンビたちは、意い思しもなくただ人にん間げんに襲おそいかかるだけだ。

　だが、金きん髪ぱつのゾンビはまるで意い思しを持もっているように見みえる。

「だから、電でん話わの線せんも……」

　勇ゆう気きは、電でん話わ線せんが切きられていた理り由ゆうをようやく理り解かいした。

「だけど少しょう年ねんって。それってまさか」

　勇ゆう気きは隊たい長ちょうを見みつめた。

「そいつは、着き物ものを着きていて、片かた目めに包ほう帯たいを巻まいてませんでしたか？」

「どうしてそれを知しっているんだ??」

「やっぱり！」




　少しょう年ねんは、邪じゃ鬼きだ。




「邪じゃ鬼きが金きん髪ぱつのゾンビに言いって、人にん間げんを襲おそわせるように仕し向むけたんだ！」

　金きん髪ぱつのゾンビは勇ゆう気きたちを見みる。

　その上うえには、×バツ印じるし状じょうのヒビが浮うかんでいた。

　金きん髪ぱつのゾンビは建たて物ものから飛とび降おりると、集あつまってきたゾンビたちの前まえに立たった。




　ガガアァァ!!




　金きん髪ぱつのゾンビが叫さけぶと、ゾンビたちは一いっ斉せいに隊たい長ちょうのほうを見みた。

「む、何なんだ??」

　ゾンビたちが一いっ斉せいに隊たい長ちょうに襲おそいかかった。

「くそっ、やめろ！」

「隊たい長ちょうさん！」

「くうう、生いけ捕どりになどしてる場ば合あいじゃない！」

　隊たい長ちょうは銃じゅうを取とり出だし、ゾンビたちを撃うとうとした。

　だが、その手てをゾンビたちに押おさえられてしまった。

「くそ、離はなせ！　うわ、やめろ！　うわああ！」

　隊たい長ちょうはあっという間まにゾンビたちに取とり囲かこまれ、見みえなくなった。




　ガガアァァ!!




　金きん髪ぱつのゾンビの声こえが響ひびくと、ゾンビたちはアリスと母はは親おやにも襲おそいかかろうとした。

「きゃあああ！」

「嫌いや、来こないで！」

「アリスちゃん!!」

　勇ゆう気きたちはあわててアリスのもとへ向むかおうとする。

　だがそれよりも早はやく、アリスの父ちち親おやが走はしった。




「僕ぼくの家か族ぞくに何なにをするんだ!!」




　父ちち親おやは取とり囲かこんでいたゾンビたちを引ひきはがすと、アリスと母はは親おやを守まもるようにして立たった。

「パパ！」

「アリス、お前まえたちは僕ぼくが絶ぜっ対たいに守まもる！」

　父ちち親おやは勇ゆう気きたちを見みた。

「君きみたち、早はやくゾンビを！」

　ゾンビと必ひっ死しに戦たたかいながら、父ちち親おやは勇ゆう気きたちに叫さけぶ。

「何なんとかしないと！」

　だが、笛ふえを吹ふいても、すぐに金きん髪ぱつのゾンビが叫さけび声ごえをあげるだろう。

　そのなか、プーカがしゃべった。




「あの金きん髪ぱつのゾンビを、どこかに閉とじ込こめればいいんダ！」




「閉とじ込こめる？」

「あア。そうすれば声こえが聞きこえなくなるだロ」

　声こえが聞きこえなくなれば、ほかのゾンビたちに命めい令れいを出だせなくなる。

　つまり、笛ふえで誘ゆう導どうすることができるのだ。

「けど閉とじ込こめる場ば所しょなんてどこにもないわよ!?」

　羽心うららはそう言いうが、勇ゆう気きはあることを思おもい出だし、「あっ」と声こえをあげた。




「あそこに閉とじ込こめればいいんだ！」




　勇ゆう気きは、ポールのトレーラーハウスを見みた。

「ポールさんの家いえ？　そっか！　完かん全ぜん防ぼう音おんになってるのね！」

　完かん全ぜん防ぼう音おんなら、外そとに音おとは漏もれない。

「羽心うららはここで待まってて。僕ぼくが金きん髪ぱつのゾンビを誘ゆう導どうするから！　閉とじ込こめたらすぐに笛ふえを吹ふいてほかのゾンビたちを誘ゆう導どうするんだ！」

「だけどひとりじゃ危き険けんよ！」

「僕ぼくならできる！」

　勇ゆう気きは羽心うららをじっと見みつめる。

　その目めには、強つよい意い志しがこもっていた。

「……分わかった。待まってる！」

　羽心うららは勇ゆう気きを信しんじ、笛ふえを握にぎり締しめた。

「ゾンビ！　かかってこい！」

　次つぎの瞬しゅん間かん、勇ゆう気きは金きん髪ぱつのゾンビのほうへ駆かけ出だした。




　ガガアァァ!!




　金きん髪ぱつのゾンビが勇ゆう気きのほうへ動うごく。

　勇ゆう気きは一いっ定ていの距きょ離りを保たもちながら、金きん髪ぱつのゾンビを挑ちょう発はつする。

「どうした！　お前まえは命めい令れいすることしかできないのか！」




　ガアァ！　ガガアァァ!!




　金きん髪ぱつのゾンビは、フラフラと歩あるきながら、勇ゆう気きを襲おそおうとする。

　勇ゆう気きは一歩ぽ、また一歩ぽと下さがり、トレーラーハウスに近ちかづいた。

　トレーラーハウスのドアは開あいている。

　このまま行いけば、中なかに閉とじ込こめることができるはずだ。

「さあ、僕ぼくに攻こう撃げきできるものならやってみろ！」

　勇ゆう気きは後うしろに下さがりながら、両りょう手てを広ひろげ、さらに挑ちょう発はつした。




　ゴツッ




　瞬しゅん間かん、何なにかが足あしに当あたった。

　見みると、地じ面めんに埋うまっていた石いしだ。

「わああっ！」

　勇ゆう気きはバランスを崩くずし、そのまま仰あお向むけに倒たおれた。

「勇ゆう気き!!」




　ガアアアァ！




　金きん髪ぱつのゾンビが迫せまって来くる。

「うわ、あああ!!」

　勇ゆう気きが立たち上あがろうとするが、上手うまく立たてない。

「だめだ──！」

　勇ゆう気きが叫さけんだそのとき、服ふくの胸むねポケットから、プーカが飛とび出だした。

「まったく情なさけないナ～！」

　プーカは金きん髪ぱつのゾンビの顔かおの前まえに飛とぶと、舌したを出だした。

「ほ～ら、オイラを捕つかまえてみロ～、ベロベロバ～！」




　ガアアッ!!




　金きん髪ぱつのゾンビは、プーカを捕つかまえるのに夢む中ちゅうになる。

「勇ゆう気きクン、今いまダ！」

「う、うん!!」

　勇ゆう気きはあわてて立たち上あがると、金きん髪ぱつのゾンビの後うしろに回まわった。

「ぬああああっ!!」

　そのまま、金きん髪ぱつのゾンビをトレーラーハウスへと押おし込こむ。
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　ガア　ガアアア!!




　金きん髪ぱつのゾンビはもがきながら、ハウスの中なかへと入はいった。




　バタンッ！




　勇ゆう気きはドアを閉しめた。

　そして横よこにあった物もの置おきを倒たおし、ドアを開あけられないようにした。

「羽心うらら！」

「ええ！」

　羽心うららは横よこ笛ぶえを吹ふく。

　瞬しゅん間かん、ゾンビたちが羽心うららのほうを見みた。

「さあ、こっちだ！」

　勇ゆう気きは羽心うららのそばに駆かけ寄よると、ゾンビたちを挑ちょう発はつした。




　ウゥウウゥ

　アアァアア




　ゾンビたちは、勇ゆう気きと羽心うららに連つれられ、フラフラと歩あるきながら町まちから離はなれて行いった。
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「何なんとか倒たおせたね」

　勇ゆう気きと羽心うららとプーカは、作さく戦せんどおり、ゾンビたちを砂すな地じ獄ごくに誘さそい、次つぎ々つぎと沈しずめていった。

　砂すな地じ獄ごくからは黒くろい煙けむりが出でた。

　勇ゆう気きたちはみごと、ゾンビたちを倒たおすことに成せい功こうしたのだ。

「それにしても、アリスちゃんのお父とうさんは、けっこう勇ゆう気きあるわよね」

　町まちへと戻もどりながら、羽心うららは命いのちがけでアリスたちを守まもろうとした父ちち親おやに感かん心しんしていた。

「何なんだかんだ言いっても、いいお父とうさんなのかも」

　羽心うららの言こと葉ばに、勇ゆう気きはうなずく。

「僕ぼくもあんなお父とうさんがいればいいなあって思おもったよ」

　２歳さいの時ときに死しんでしまった父ちち親おやのことは、写しゃ真しんでしか知しらない。

　だが、アリスの父ちち親おやと同おなじように、家か族ぞく思おもいで優やさしかったはずだと、勇ゆう気きは思おもった。




　やがて、勇ゆう気きたちは町まちに戻もどってきた。

　すると、ポールのトレーラーハウスの前まえに兵へい士したちが集あつまっていた。

「何なんだろう？」

　勇ゆう気きたちが駆かけ寄よると、兵へい士したちに囲かこまれ、金きん髪ぱつのゾンビが倒たおれていた。

　身体からだから黒くろい煙けむりが出でている。

　どうやら、ほかのゾンビたちが消きえ、金きん髪ぱつのゾンビも同おなじように消きえようとしているようだ。

「やった！　我われ々われの勝しょう利りだ！」

「隊たい長ちょう、やりましたね！」

「ああ、ゾンビのくせに調ちょう子しに乗のるからだ！」

　隊たい長ちょうたちはゾンビに勝かつことができ、大おお喜よろこびしていた。

　アリスたち家か族ぞくや、ポールも、その後うしろで喜よろこんでいる。

　そのなか、金きん髪ぱつのゾンビがふと、勇ゆう気きのほうを見みた。

「コノ世せ界かいハ……、オ前まえタチダケノ……物ものデハナイ……」

「しゃ、しゃべった??」




「アノ少しょう年ねんハ、我われ々われニトッテ……、神かみダ……」
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「えっ」

　金きん髪ぱつのゾンビの全ぜん身しんから、黒くろい煙けむりが漏もれ出だす。

　黒くろい煙けむりは四し散さんし、金きん髪ぱつのゾンビも消きえた。

　空そらに浮うかんでいた×バツ印じるし状じょうのヒビも消きえる。

「神かみってどういうことよ……」

　羽心うららとプーカは、勇ゆう気きのほうを見みた。

「邪じゃ鬼きが、怪かいにとって神かみ……？」

　勇ゆう気きは、険けわしい表ひょう情じょうになると、金きん髪ぱつのゾンビが消きえた地じ面めんをただじっと見みつめるのだった。
















[image: １　謎の歌声]




　真ま夜よ中なか。

　小しょう学がく４年ねん生せいの田た山やま守まもるは、薄うす暗ぐらい家いえの廊ろう下かを歩あるいていた。

（こんな時じ間かんにトイレに行いきたくなっちゃうなんて）

　去きょ年ねんまで、夜よ中なかにトイレに行いきたくなったら、となりの部へ屋やで寝ねている母はは親おやを起おこして、付ついて来きてもらっていた。

　しかし、もう４年ねん生せいだ。

　守まもるは、トイレぐらい自じ分ぶんひとりで行いかなければならないと思おもうようになっていた。

　階かい段だんを下おり、１階かいへとやって来きた守まもるは、しんと静しずまり返かえった薄うす暗ぐらいリビングを見みる。

　何なんだか怖こわい。

　いつも見みているリビングとはまるで違ちがうように思おもえる。

（早はやくトイレに行いこう）

　守まもるはできるだけ周まわりを見みないようにして、足あし早ばやにトイレのほうへと向むかった。

　そのとき、




　微かすかに、女おんなの人ひとの歌うた声ごえが聞きこえて来きた。




（どうしてこんな時じ間かんに？）

　歌うた声ごえは、キッチンのほうから聞きこえる。

（お母かあさんが歌うたっているの？）

　母はは親おやも目めが覚さめて、お茶ちゃでも飲のみに１階かいに下おりて来きたのだろうか？

「お母かあさん……？」

　守まもるは戸と惑まどいながらも、キッチンを見みた。

　だが、キッチンは真まっ暗くらで、誰だれもいなかった。

「気きのせいだったのかな……？」

　見みると、キッチンの窓まどが少すこし開あいている。

　風かぜが吹ふいて、それが歌うた声ごえのように聞きこえただけなのかもしれない。

「もう、驚おどろかさないでよ……」

　守まもるは、窓まどを閉しめようとそばに近ちかづいた。




　すると、また歌うた声ごえが聞きこえた。




　声こえは、窓まどの外そとからしているようだ。

（誰だれが歌うたってるの??）

　守まもるの家いえは、住じゅう宅たく地ちの真まん中なかにある。

　夜よ中なかに外そとで歌うたを歌うたっている人ひとなど今いままでいなかった。

　守まもるは何なんだか怖こわくなり、窓まどを閉しめて、キッチンから出でようと思おもった。

　だが、窓まどを閉しめることができなかった。




　その歌うた声ごえに、なぜか惹ひかれてしまったのだ。




　どこの言こと葉ばなのかは分わからない。

　透すき通とおるような女おんなの人ひとの声こえで、心こころの奥おくの奥おくまで響ひびく。

　守まもるは導みちびかれるかのように、裏うら口ぐちのドアから外そとへと出でた。




　だが、道どう路ろには誰だれもいなかった。

　守まもるは耳みみをすませながら、歩あるいて行いく。

　いつの間まにか、うっとりとした表ひょう情じょうになっている。

　やがて、歌うた声ごえが少すこしずつ大おおきくなってきた。

「近ちかくにいる……」

　守まもるは期き待たいに胸むねを膨ふくらませながら、だんだん早はや足あしになる。

　ついには、走はしって女おんなの人ひとを探さがし始はじめた。

　歌うた声ごえは、さらに大おおきくなる。

　前ぜん方ぽうに横おう断だん歩ほ道どうが見みえる。

　あの横おう断だん歩ほ道どうの近ちかくで歌うたっているようだ。

　守まもるはほほ笑えみながら、そこまでたどり着ついた。




　しかし、そこにも誰だれもいなかった。




「どうして？」

　歌うた声ごえははっきり聞きこえている。

　この近ちかくに必かならずいるはずだ。

「どこにいるの？　ねえ、出でて来きて」

　守まもるは必ひっ死しに女おんなの人ひとを探さがした。

「あっ！」

　横おう断だん歩ほ道どうのそばに、空あき地ちがある。

　空あき地ちの奥おくのほうで、誰だれかが座すわっていた。

（もしかして歌うたってる人ひとかも！）

　守まもるはそう思おもうと、空あき地ちに入はいり、その人ひとのそばに駆かけ寄よった。

「あの！」

　背せ中なかを向むけて座すわっているその人ひとに近ちかづく。

　やっと会あえた。

　守まもるはうれしくなって満まん面めんの笑えみを浮うかべた。

　しかし、その表ひょう情じょうはすぐに固かたまった。

　そこに座すわっていたのは、警けい察さつ官かんの男おとこの人ひとだったのだ。

「あ、あの、何なにをしてるの??」

　守まもるは警けい察さつ官かんに声こえをかけるが、まったく反はん応のうしない。

「あの──」

　守まもるは戸と惑まどいながら、肩かたを触さわると、警けい察さつ官かんはそのまま地じ面めんに倒たおれた。

「あっ！」




　警けい察さつ官かんは、眠ねむっていた。




　倒たおれてもまったく目めを覚さまさない。

「どういうこと??」

　守まもるが動どう揺ようしていると、ふと、近ちかくに数すう人にんの影かげが見みえた。

　目めを凝こらして見みてみると、近きん所じょの人ひとたちだ。

　彼かれらは、警けい察さつ官かんと同おなじように、パジャマを着きたまま倒たおれて眠ねむっていた。

「みんな、どうしたの??」

　守まもるはあわてて彼かれらのそばに走はしった。

「ねえ、大だい丈じょう夫ぶ？　起おきて！」

　守まもるは彼かれらの身体からだを揺ゆさぶる。

　だが、彼かれらはまったく目めを覚さます気け配はいがなかった。

「どうなってるの??」

　守まもるは、恐おそろしくなって空あき地ちから出でようとした。




　フフフ




　突とつ然ぜん、女おんなの笑わらい声ごえが聞きこえた。

　守まもるはハッとして、その声こえが聞きこえたほうを見みた。

「なに、あれ……？」

　空くう中ちゅうに、×バツ印じるし状じょうのヒビが浮うかんでいる。

　そのヒビから、黒くろい煙けむりが漏もれていた。




　フフフ　フフフフ




　ヒビから笑わらい声ごえが聞きこえ、やがてそれは歌うた声ごえに変かわった。

「あ、あああ」

　守まもるは逃にげ出だそうと思おもうが、なぜか身体からだが動うごかない。

　歌うた声ごえが、心こころの奥おくの奥おくまで響ひびく。

　気きが付つくと、守まもるはまたうっとりとした表ひょう情じょうになっていた。

「何なんだか……僕ぼく……」

　守まもるはその場ばにうずくまると、深ふかい眠ねむりに落おちてしまった。







[image: ２　覚めない眠り]




「ここにもないみたいね」

　日にち曜よう日び。

　羽心うららは図と書しょ館かんにいた。

　勇ゆう気きが見みた、ピラミッドの頂ちょう上じょうにある謎なぞの神しん殿でんについて調しらべていたのだ。

　しかし、オカルト、歴れき史し、建けん築ちく物ぶつなどの本ほんを調しらべても、どこにもそのような神しん殿でんは載のっていなかった。

（やっぱり、考かんがえられるのは１つよね……）

　羽心うららは図と書しょ館かんから出でると、広ひろ場ばのベンチに腰こしを下おろした。

　勇ゆう気きは家いえの書しょ斎さいの本ほんをたくさん調しらべた。

　羽心うららは、近ちかくの図と書しょ館かんだけではなく、となり町まちの図と書しょ館かんや、ネットまで調しらべた。

　それでもまったく手てがかりがない。




　つまりあの神しん殿でんは、まだ発はっ見けんされていない未み知ちの建けん造ぞう物ぶつである可か能のう性せいが高たかいのだ。




（そういう意い味みでいうと、これも未み知ちの物ものよね）

　羽心うららはポケットの中なかから黒くろい鈴すずを取とり出だした。

『オシリスの鈴すず』といい、羽心うららは以い前ぜん、邪じゃ鬼きに騙だまされて、この鈴すずをキユウに向むかって鳴ならしてしまった。

　今いまは音おとが出でないようにテープで止とめてあるが、鈴すずは特とく別べつな力ちからを持もつ者ものが振ふると、幽ゆう霊れいを消しょう滅めつさせることができる。

　勇ゆう気きはキユウが消きえた原げん因いんでもあるので、受うけ取とろうとしない。

　そのため、羽心うららがずっと預あずかっていた。

（この鈴すずのことも、勇ゆう気きには内ない緒しょで調しらべてたのよね……）
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　だが、手てがかりはなかった。

　プーカにも鈴すずのことをたずねたが、まったく知しらないという。

「特とく別べつな力ちからかぁ」

　プーカの先せん祖ぞの王おう様さまが作つくったグローブをはめて時じ空くうを超こえられるのも、特とく別べつな力ちからを持もつ人にん間げんだけなのだという。

（だけどどうして、私わたしと勇ゆう気きだけ特とく別べつな力ちからがあるの？）

　羽心うららは、ポケットにしまっている星ほしのグローブを見みつめた。

　プーカは以い前ぜん、妖よう精せい族ぞくに伝つたわるグローブの伝でん説せつを教おしえてくれた。




　　　　×　×　×




　かつて、特とく別べつな力ちからを持もった人にん間げんのある家か族ぞくが、妖よう精せい族ぞくの王おうからいくつかグローブをもらった。

　彼かれらはそのグローブをはめ、怪かいと人にん間げんに災わざわいをなす邪じゃ悪あくな者ものと戦たたかい、そしてこの世せ界かいを救すくった──。




　　　　×　×　×




（あれってどういうことなんだろう。だいたい、私わたしと勇ゆう気きは家か族ぞくなんかじゃないし……）

　分わからないことが多おおすぎる。

「ああんもう」

　羽心うららは頭あたまを振ふった。




「羽心うららちゃん」




　不ふ意いに、後うしろから声こえがした。

　振ふり返かえると、そばに友とも達だちの花か恋れんが立たっていた。

「羽心うららちゃんも本ほんを借かりに来きたの？」

　花か恋れんはトートバッグを持もっている。

　どうやら、図と書しょ館かんで本ほんを借かりたらしい。

「花か恋れんちゃんって、ほんとに本ほんが好すきだよねえ」

「うん、私わたし、本ほんがあればそれだけで毎まい日にち幸しあわせだもん！」

「毎まい日にち幸しあわせかぁ。いいなあ」

　羽心うららはほほ笑えむと、黒くろい鈴すずをポケットにしまい、花か恋れんと一いっ緒しょに帰かえろうとベンチから立たち上あがった。

　すると、花か恋れんは急きゅうに辺あたりをキョロキョロ見み回まわした。

　そして、近ちかくに誰だれもいないことを確かく認にんすると、羽心うららに顔かおを近ちかづけた。

「さっき、図と書しょ館かんで本ほんを探さがしてるとき、変へんな話はなしを聞きいちゃったんだ」

「変へんな話はなしって？」




「駅えきの向むこうの小しょう学がっ校こうの男おとこの子こたちだと思おもうんだけど、同おなじ学がっ校こうの子こが寝ねたまま目めを覚さまさないんだって」




「えっ？」

「しかも、その子こだけじゃなくて、何なん人にんも同おなじように眠ねむったままの人ひとがいるらしいよ」

「それって……」

　羽心うららは、険けわしい表ひょう情じょうで花か恋れんを見みた。

「その子こたちどこにいるの？　話はなしが聞ききたい！」
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「う～ン、このくるみパンもなかなかいけるゾ」

　住じゅう宅たく地ちの道どう路ろ。

　プーカは、勇ゆう気きの肩かたに乗のりながら、チョコのついたくるみパンを食たべていた。

　勇ゆう気きは母はは親おやに頼たのまれ、スーパーに買かい物ものに行いっていたのだ。

「チョコとくるみの絶ぜつ妙みょうなハーモニー。これはまさにくるみパンのレボリューションだゾ」

　まるでグルメ番ばん組ぐみのレポーターのようなプーカの発はつ言げんに、勇ゆう気きはうんざりする。

「それを買かうために、わざわざ駅えき前まえのパン屋やさんまで行いったんだよ」

「感かん謝しゃしてるヨ。お礼れいに一ひと口くちあげただロ」

「半はん分ぶんぐらいは欲ほしいんだけど」

　勇ゆう気きはそう言いいながらも、ふと真面目まじめな表ひょう情じょうになった。




「ねえ、プーカ。この前まえのゾンビのことどう思おもう？」




「どう思おもうってなんだイ？」

「ゾンビはたしかに人ひとを襲おそう怖こわい怪かいだよね。だけど、だからと言いって捕つかまって実じっ験けん体たいになっていいわけじゃないと思おもうんだ」

　勇ゆう気きは、金きん髪ぱつのゾンビが最さい後ごに言いった言こと葉ばが気きになっていた。

「『コノ世せ界かいハ、オ前まえタチダケノ物ものデハナイ』。金きん髪ぱつのゾンビは、『アノ少しょう年ねんハ、我われ々われニトッテ、神かみダ』とも言いってたよね？　もしかして邪じゃ鬼きは、怪かいたちの味み方かたなのかも」

　勇ゆう気きはそのことをずっと考かんがえていた。

　しかし、プーカはくるみパンを食たべるのをやめると、勇ゆう気きよりも真面目まじめな顔かおつきになり、首くびを大おおきく横よこに振ふった。




「あいつは、オイラたちの味み方かたなんかじゃなイ！」




　プーカの仲なか間またちは、邪じゃ鬼きにそそのかされて、人にん間げんたちを襲おそった。

　そして、危あやうく死しんでしまうところだったのだ。

「あいつは、オイラたちの味み方かたのフリをして、ただ単たんにオイラたちに人にん間げんを襲おそわせたかっただけなんダ！」

　プーカの顔かおは、怒いかりに満みちていた。

「プーカ……」

　軍ぐんがゾンビたちを実じっ験けん体たいにしていたのは許ゆるせない。

　だがそれを利り用ようして、ゾンビたちに人にん間げんを襲おそわせるのは話はなしが違ちがう。

「それに、勇ゆう気きクンはこの町まちを守まもらないといけないんだロ？」

「それは……」

　キユウと交かわした大だい事じな約やく束そくだった。

　その約やく束そくを守まもるために、勇ゆう気きは時じ空くうを超こえて怪かいと戦たたかい続つづけていたのだ。

「そうだよね……。うん、僕ぼくと羽心うららだけしか、この町まちを守まもれないんだもんね」

　勇ゆう気きはあらためてそのことを思おもいながら、道どう路ろの角かどを曲まがった。




「やっと帰かえってきた！」




　家いえの前まえに、羽心うららが立たっていた。

「羽心うらら、どうしたの？　今日きょうは図と書しょ館かんに行いってたんじゃ？」

「その用よう事じは収しゅう穫かくゼロで終おわったわ。だけど、別べつの収しゅう穫かくがあったの」

「えっ？」

「謎なぞの女おんなの歌うた声ごえで、何なん人にんも人ひとが眠ねむったままになってるらしいの」

　羽心うららは、図と書しょ館かんにいた男おとこの子こたちから聞きいた話はなしをした。

　眠ねむったままの人ひとは10人にん以い上じょういるらしい。

　しかしあまりにも奇き妙みょうな事じ件けんなので、警けい察さつはまだ世せ間けんに発はっ表ぴょうしていないのだという。

「だけど、どうして女おんなの歌うた声ごえが聞きこえたって分わかったんだ？　みんな眠ねむったままなんだよね？」

　みんな眠ねむったままなら、話はなしは聞きけないはずだ。

　すると、羽心うららは待まってましたとばかりにその答こたえを言いった。

「新しん聞ぶん配はい達たつのおじさんが、それを見みてたんだって」

　おじさんは、微かすかに歌うた声ごえを聞きき、その声こえの場ば所しょへと向むかった。

　そこは住じゅう宅たく地ちの空あき地ちで、大おお勢ぜいの人ひとが眠ねむっていて、そばに男おとこの子こがいたのだという。

　やがて、その男おとこの子こは、歌うた声ごえを聴ききながらうずくまると、眠ねむってしまったらしい。

　おじさんもだんだん眠ねむくなってきたが、そのとき、歌うた声ごえが聞きこえなくなったというのだ。

「それでおじさんだけは無ぶ事じだったの」

「そうなんだ。……歌うた声ごえか」

　勇ゆう気きは、以い前ぜん怪かい奇き現げん象しょうの本ほんで、人ひとを歌うた声ごえで眠ねむらせる怪かいがいたことを思おもい出だした。

「あれはたしか……」

　勇ゆう気きはその怪かいを思おもい出だし、羽心うららのほうを見みた。




「あれ？」




　目めの前まえにいたはずの羽心うららがいない。

「どこ行いったんだ？」

　勇ゆう気きは辺あたりを見み回まわすが、どこにもいない。

「どうなってるんだ？」

　そのとき、大おおきな音おとが響ひびいた。







[image: ３　歌声の正体]




　ブゥゥゥ───




　道どう路ろの向むこうで、車くるまのクラクションが鳴なっている。

「何なんだろう??」

　勇ゆう気きが音おとのするほうへ走はしると、一台だいの車くるまが止とまっていた。

　駆かけ寄よってみると、運うん転てん席せきに座すわっている男おとこの人ひとが、上じょう半はん身しんをハンドルに付つけたまま動うごかなくなっていた。

　どうやらそのせいで、クラクションが鳴なり続つづけているようだ。

「大だい丈じょう夫ぶですか？」

　勇ゆう気きは、開あいている車くるまの窓まどから、男おとこの人ひとの肩かたを揺ゆさぶる。

　男おとこの人ひとは、眠ねむっていた。

「しっかりして下ください！」

　勇ゆう気きは男おとこの人ひとの上じょう半はん身しんを起おこし、ハンドルから離はなすと、声こえをかけた。

　だが、男おとこの人ひとはまったく目めを覚さまさない。

　そのとき、車くるまに付ついていたテレビに、見み捨すて里り市しの駅えき前まえが映うつし出だされた。




「みなさん、信しんじられない光こう景けいが広ひろがっています！」




　レポーターは、カメラに向むかって必ひっ死しに訴うったえる。

　カメラは駅えき前まえの風ふう景けいを映うつした。

　そこには、数かぞえきれない人ひと々びとが倒たおれていた。

「なぜか、人ひと々びとが眠ねむったまま目めを覚さまさないのです！」

　レポーターは倒たおれている人ひとたちに声こえをかける。

　しかし、誰だれも目めを覚さまさない。

「これは一いっ体たいどういうことなんでしょうか？」

　瞬しゅん間かん、レポーターはハッとして、空そらを見み上あげた。

「えっ、歌うたが……」

　カメラマンが反はん応のうして、空そらにカメラを向むけようとした。

　とその瞬しゅん間かん、画が面めんが大おおきく揺ゆれた。




　バタンッ




　カメラが地じ面めんに倒たおれる。

　画が面めんには、男おとこの人ひとが倒たおれたまま眠ねむっている姿すがたが見み切きれている。

「斎さい藤とうさん!?」

　レポーターが男おとこの人ひとのそばに駆かけ寄より、肩かたを揺ゆさぶる。

　どうやら彼かれがカメラマンのようだ。

　だが、すぐにレポーターも動うごきが鈍にぶくなっていった。

「な、何なに……これ……」

　レポーターはゆっくりと目めを閉とじる。

　そしてそのまま動うごかなくなった。

「怪かいの力ちからだ！」

　勇ゆう気きは、車くるまから顔かおを出だすと、空そらを見み上あげた。

「あっ！」

　空そらには、大おおきな×バツ印じるし状じょうのヒビが浮うかんでいた。

　黒くろい煙けむりが漏もれ出だし、女おんなの笑わらい声ごえが聞きこえてきた。




　フフフ　フフフフ




　やがて、笑わらい声ごえは歌うた声ごえに変かわった。

「聴きいちゃだめだ！」

　勇ゆう気きはあわててその場ばから逃にげ出だした。




　必ひっ死しに走はしり、家いえの前まえまで戻もどって来くる。

　ドアを開あけ、家いえの中なかに飛とび込こんだ。

「ああっ！」

　玄げん関かんに、羽心うららと母はは親おやが倒たおれていた。

　２人ふたりは眠ねむったまま、まったく動うごかない。

「そんな！」

　そのとき、開あいていたドアの外そとから、歌うた声ごえが聞きこえて来きた。

「だめだ！」

　勇ゆう気きはドアを閉しめようとする。

　だが、だんだん力ちからが入はいらなくなる。

「だめだ……、寝ねちゃ……だめだ」

　懸けん命めいに耐たえるが、勇ゆう気きは目めを開あけ続つづけることができなくなってしまう。

「このままじゃ……町まちが……」

　勇ゆう気きは、そのままその場ばに崩くずれるように倒たおれてしまった。




「勇ゆう気き、しっかりして！」




　ハッとして我われに返かえると、羽心うららが顔かおを覗のぞき込こんでいた。

「え、羽心うらら、眠ねむってたんじゃ？」

「何なに言いってるの。眠ねむってなんかないわよ」

「ええっと、もしかして僕ぼく、ボーッとしてたの……？」

　羽心うららとプーカは大おおきくうなずいた。

「じゃあ、さっき見みたのは夢ゆめってこと……」

　あれは未み来らいに起おきるかもしれない出で来き事ごとだったのだ。

　思おもい出だすだけで、ゾッとする。

「何なんとかしなくっちゃ！」

「そうだゾ。今こん回かいの怪かいはたぶん」

　プーカがその名な前まえを言いおうとすると、それよりも早はやく勇ゆう気きが口くちを開ひらいた。




「今こん回かいの怪かいは、おそらく『人にん魚ぎょ』だ！」




「おお、知しってたのかイ！」

　勇ゆう気きは以い前ぜん、本ほんで読よんだことがあった。
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「みんなが眠ねむったままなのは、人にん魚ぎょの歌うた声ごえのせいだったってわけね」

「ああ！」

「人にん魚ぎょかあ。だけど人にん魚ぎょの弱じゃく点てんって何なにかしら？」

「歌うた声ごえが聞きこえていた。歌うた……、歌うた……、そうだ！」

　勇ゆう気きはハッとすると、羽心うららのほうを見みた。

「歌うた声ごえを封ふうじれば倒たおすことができるかも！」

「おお～、それはナイスアイデアだゾ！　人にん魚ぎょは歌うた声ごえ以い外がいの力ちからは、人にん間げんとそんなに変かわらないからねェ」

「だけどどうやって歌うた声ごえを封ふうじればいいんだ？　口くちにテープをするわけにもいかないし」

　勇ゆう気きがそう言いうと、羽心うららが「あっ」と声こえをあげた。




「だったら逆ぎゃくはどう？　私わたしたちがイヤホンをつけて歌うた声ごえが聞きこえないようにするの」




「なるほど、それ使つかえるかも！」

「家いえからイヤホンを持もって来くるわね。だけど１個こしかないわよ」

「大だい丈じょう夫ぶ。たしかウチにもお父とうさんが使つかってた古ふるいヘッドホンがあるから！」

　勇ゆう気きと羽心うららは別わかれると、それぞれイヤホンとヘッドホンを用よう意いすることにした。




「お母かあさん、お父とうさんのヘッドホンはどこ??」

　勇ゆう気きは家いえのリビングに駆かけ込こむと、掃そう除じをしていた母はは親おやに声こえをかけた。

「なあに、音おん楽がくでも聴きくの？」

「えっ、あ、うん、何なんか急きゅうに聴ききたくなって」

　母はは親おやは掃そう除じ機きを止とめると、「ちょっと待まってて」と言いい、２階かいの寝しん室しつに向むかった。

　そしてしばらくすると、灰はい色いろのヘッドホンを持もって下おりて来きた。

「寝ねる前まえに音おん楽がくを聴きくとき、これを使つかっているのよ」

「お母かあさん、音おん楽がくなんて聴きくんだ」

「お父とうさんがよく聴きいていたから、いつの間まにか習しゅう慣かんになっててね」

「そうだったんだ」

　そんな話はなし、初はじめて聞きいた。

「壊こわしちゃだめよ」

「分わかってる」

　勇ゆう気きが母はは親おやからヘッドホンを受うけ取とると、玄げん関かんのドアが開あき、羽心うららが入はいって来きた。

「おばさま、こんにちは！　勇ゆう気きと一いっ緒しょに書しょ斎さいで調しらべ物ものしますね！」

「えっ、ええ」

「お茶ちゃは大だい丈じょう夫ぶです！　お菓か子しも今日きょうは我が慢まんします！」

「わ、分わかったわ」

　一いっ方ぽう的てきに話はなす羽心うららに母はは親おやは圧あっ倒とうされる。

　そんな母はは親おやをよそに、勇ゆう気きと羽心うららは書しょ斎さいに入はいった。

「羽心うらら、イヤホンはあった？」

「ええ、ばっちりよ！」

　羽心うららはワイヤレスイヤホンを見みせた。

「よし、行いこう」

　勇ゆう気きは両りょう手てに太たい陽ようと月つきのグローブをはめた。

　羽心うららも星ほしのグローブをはめ、勇ゆう気きの横よこに立たち、プーカは勇ゆう気きの服ふくの胸むねポケットの中なかに顔かおまで隠かくれる。

　勇ゆう気きは、壁かべに近ちかづくと、左ひだり手てをかざして呪じゅ文もんを唱となえた。
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　次つぎの瞬しゅん間かん、壁かべに大おおきな渦うずの穴あなができた。

　勇ゆう気きは、光ひかりの渦うずの中なかに飛とび込こむ。

　羽心うららもその後あとに続つづいた。
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　やがて、勇ゆう気きと羽心うららはトンネルを抜ぬけ、砂すな浜はまに着ちゃく地ちをした。

　しかし、砂すなに足あしを取とられ、倒たおれそうになる。

「わ、ほっ、やあっ！」

　羽心うららはそれでも何なんとかバランスを保たもち、砂すな浜はまに立たった。

　一いっ方ぽう、勇ゆう気きはよろけていた。

「わわ！　うわわわ！」

　そのまま、勇ゆう気きは前まえのめりの状じょう態たいで砂すな浜はまに倒たおれそうになる。

「のああァ！」

　倒たおれる寸すん前ぜん、プーカはあわてて服ふくの胸むねポケットから飛とび出だした。

「急きゅうに倒たおれたら、オイラがつぶれちゃうだロ！」

「そんなこと言いったってしょうがないだろ～」

　勇ゆう気きは身体からだを起おこすと、顔かおをあげて周まわりを見みた。

　周まわりは砂すな浜はまになっていて、その向むこうに海うみが広ひろがっている。

　砂すな浜はまには小ちいさな船ふねがいくつも置おかれていた。

「ここに、人にん魚ぎょがいるってことだよね？」

　勇ゆう気きは砂すなを払はらいながら立たち上あがり、羽心うららたちにそう言いった。

　すると、砂すな浜はまの向むこうに、数すう人にんの男おとこの人ひとたちが走はしっている姿すがたが見みえた。




「急いそげ！　遅おくれると怒おこられるぞ！」

「ああ、領りょう主しゅ様さまは怒おこると怖こわいもんな！」




「領りょう主しゅ様さま？」

「その地ち域いきを支し配はいしてる人ひとってことね。とりあえず行いってみましょ」

「あ、ああ！」

　勇ゆう気きたちは男おとこの人ひとたちを追おった。
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　男おとこの人ひとたちを追おって砂すな浜はまから出でると、小ちいさな村むらがあった。

　レンガ造づくりの家いえが並ならび、車くるまなどは走はしっておらず、代かわりに馬ば車しゃが走はしっていた。

「ヨーロッパのどこかの町まちみたいだね」

「馬ば車しゃがあるってことは、時じ代だいは中ちゅう世せいのようね」

「おい、あそコ！」

　勇ゆう気きの服ふくの胸むねポケットに戻もどっていたプーカが、前ぜん方ぽうを指ゆびさした。

　そこには広ひろ場ばがあり、10人にんほどの男おとこの人ひとたちが集あつまっていて、先さきほどの人ひとたちの姿すがたもあった。

　彼かれらの前まえには、豪ごう華かで派は手でな服ふくを着きた、太ふとった中ちゅう年ねんの男おとこが立たっていた。

「領りょう主しゅ様さま、一いっ体たい何なんの用ようでしょうか？」

　先さきほどの男おとこの人ひとのひとりが太ふとった中ちゅう年ねんの男おとこにたずねる。

　どうやら中ちゅう年ねんの男おとこが領りょう主しゅのようだ。

「諸しょ君くんに集あつまってもらったのはほかでもない。この村むらに隠かくれているある生いき物ものを見みつけてほしいのだ！」

「ある生いき物もの？　飼かっていた犬いぬとかですか？」

「そうではない。私わたしの家いえの者ものたちを襲おそった、憎にくき人にん魚ぎょだ」




「人にん魚ぎょ!!」




　勇ゆう気きは思おもわず大おおきな声こえをあげた。

　領りょう主しゅがそれを聞きき、勇ゆう気きをにらんだ。

「君きみはこの村むらの子こ供どもではないな？　何なにか知しっておるのか??」

「えっ、あ、ええっと」

　勇ゆう気きが戸と惑まどっていると、羽心うららが笑わらいながら領りょう主しゅに話はなしかけた。

「そんなの知しるわけないじゃないですか～。人にん魚ぎょなんておとぎ話ばなしの中なかだけの話はなしだと思おもってたから、びっくりしちゃったんですよ、ね、勇ゆう気き」

「えっ、あ、うん。そうそう、僕ぼくびっくりしちゃった」

　勇ゆう気きと羽心うららが下手へたな作つくり笑わらいをすると、領りょう主しゅは「フン」と鼻はなを鳴ならした。

　そんななか、村むら人びとのひとりが口くちを開ひらいた。

「だけど領りょう主しゅ様さま。人にん魚ぎょなんてほんとにいるんですか？」

　村むら人びとたちはみな首くびをかしげていた。

　すると、領りょう主しゅは眉み間けんにしわを寄よせて、地じ面めんを何なん度ども足あしで踏ふんだ。




「この領りょう主しゅである私わたしが噓うそをついてるとでも言いうのか！」




　領りょう主しゅは怒おこりながら村むら人びとたちに迫せまる。

「す、すいません、領りょう主しゅ様さま！」

「信しんじます！　怒おこらないで下ください！」

　村むら人びとたちはあわてて謝あやまった。

「け、けど、ほんとにいたとして、人にん魚ぎょの歌うたを聴きいたら、眠ねむってしまって永えい遠えんに目めが覚さめなくなるんですよね？」

「俺おれ、そんなの嫌いやだ！」

「僕ぼくも死しにたくないよ！」

「ええい、うるさい！」

　領りょう主しゅはまた地じ面めんを何なん度ども足あしで踏ふんだ。

「奴やつはそれで私わたしの家いえの者ものたちを眠ねむらせてしまった！　だが歌うたう前まえに捕つかまえればいいだけだ！　私わたしのやることに反はん対たいするつもりか!?」

　領りょう主しゅは村むら人びとたちをにらみつける。

　村むら人びとたちはその迫はく力りょくに何なにも言いえなくなってしまった。

　そのとき、広ひろ場ばの向むこうから声こえがした。




「おい、人にん間げんみたいな魚さかながいるぞ！」




「何なんだと!?」

　領りょう主しゅは声こえのしたほうを見みると、ニヤリと笑わらった。

「お前まえたち人にん魚ぎょだ！　絶ぜっ対たいに逃にがすのではないぞ！」

「は、はい！」

　領りょう主しゅは村むら人びとたちを連つれ、その場ばから走はしり去さって行いった。

「私わたしたちも行いきましょ！」

「あ、ああ」

　だが、勇ゆう気きはなぜか首くびをひねっていた。

「どうしたの、勇ゆう気き??」

「いや、声こえがしたのは村むらの中なかからだったよね？　人にん魚ぎょって、水みずがなくちゃ生いきられないと思おもったんだけど」

「そう言いわれれば……」

　村むらを見みる限かぎり、川かわも池いけもなさそうだ。

「じゃあ、さっきの声こえは何なんだったの？」

　羽心うららがそう思おもっていると、広ひろ場ばのそばに立たっていた木きの陰かげから、ひとりの青せい年ねんが出でて来きた。




「上手うまくいったようだな……」




　青せい年ねんは、走はしって行いく領りょう主しゅたちの後うしろ姿すがたを見みて、ほほ笑えむ。

　そしてそのまま、領りょう主しゅたちとは反はん対たい方ほう向こうへ走はしって行いった。

「おいおい、何なんだか怪あやしいゾ」

「さっきの声こえ、あの人ひとだったんじゃないのかしら？」

「領りょう主しゅたちを騙だましたってこと？」

　勇ゆう気きたちは、走はしって行いく青せい年ねんの姿すがたをじっと見みつめた。




　青せい年ねんは、村むら外はずれの小ちいさな小こ屋やの前まえまでやって来きた。

　辺あたりをキョロキョロ見み回まわして、誰だれもいないことを確かく認にんすると、素す早ばやく小こ屋やの中なかに入はいった。

「セイレ、うまく行いったよ！」

　小こ屋やの中なかには、網あみやオールが置おかれていた。

　部へ屋やのいちばん奥おくに、布ぬので仕し切きられている場ば所しょがあり、青せい年ねんはそこを見みていた。




　パシャ　パシャ




　布ぬのの向むこうで水みずを弾はじく音おとがする。

　青せい年ねんは満まん面めんの笑えみを浮うかべると、ゆっくりとその布ぬのを取とった。

　そこには、水みずを張はった大おおきな桶おけがある。




　その桶おけの中なかに、美うつくしい人にん魚ぎょがいた。




「ヨハン、ありがとう」

　セイレと呼よばれた人にん魚ぎょは、ヨハンにほほ笑えむ。




　パシャ　パシャ




　うれしそうに尾おひれが動うごき、水みずが何なん度どもはねた。

　瞬しゅん間かん、入いり口ぐちで音おとがした。




　ドンッ




「わあああ!!」

　次つぎの瞬しゅん間かん、勇ゆう気きと羽心うららが倒たおれそうになりながら小こ屋やの中なかに入はいって来きた。
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「勇ゆう気き、押おさないでよ！　バランス崩くずしちゃったでしょ！」

「押おしてないよ！　羽心うららが勝かっ手てに倒たおれちゃったんだろ！」

　どうやら、２人ふたりは隠かくれて中なかの様よう子すを見みていたようだ。

「くっ、セイレは渡わたすものか！」

　ヨハンは２人ふたりを見みて声こえをあららげると、そばにあったオールを手てにして、大おおきく振ふり上あげた。

「ちょっと待まって！　僕ぼくたちは領りょう主しゅの仲なか間まじゃないよ！」

「じゃあ君きみたちは誰だれなんだ!?」

「僕ぼくたちは、怪かいを倒たおすためにこの時じ代だいに──」

　そこまで言いったとき、勇ゆう気きはふと、ヨハンの後うしろにいるセイレを見みた。




　セイレは、震ふるえていた。




　その身体からだは、あちこち怪け我がをしている。

「どういうこと？　その傷きず大だい丈じょう夫ぶなんですか??」

　心しん配ぱいする勇ゆう気きを見みて、ヨハンは驚おどろく。

　羽心うららも同おなじように心しん配ぱいしていた。

「な、何なんなんだ、君きみたちは??」

　ヨハンは戸と惑まどいながらも、振ふり上あげていたオールを下おろした。
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　しばらくして。

　領りょう主しゅの仲なか間まではないと分わかってもらった勇ゆう気きたちは、ヨハンから話はなしを聞きくことにした。

　勇ゆう気きたちが思おもったとおり、ここは中ちゅう世せいのヨーロッパだった。

　ヨハンは、この村むらで漁りょう師しをしているのだという。

　２日ふつか前まえ、いつものように漁りょうを終おえて家いえに帰かえろうと思おもっていると、浜はま辺べに倒たおれているセイレを見みつけたのだ。

　セイレは領りょう主しゅたちに襲おそわれ、怪け我がをしてかなり弱よわっていたらしい。

「最さい初しょは人にん魚ぎょを見みて恐おそろしく思おもったんだけど、何なんだか放ほうっておけなくて」

　ヨハンは、自じ分ぶんの漁りょうの道どう具ぐを置おいていたこの小こ屋やにセイレを連つれて来くると、寝ねずに看かん病びょうを続つづけていたのだという。

「ヨハンのおかげで、私わたしは助たすかったの」

「セイレ、動うごいちゃだめだよ。傷きずはまだ癒いえてないからね」

「ええ、ありがとう、ヨハン」

　セイレは柔やわらかな表ひょう情じょうで、ヨハンにほほ笑えむ。

　ヨハンもそんなセイレに優やさしい笑えみを返かえした。

　一いっ方ぽう、勇ゆう気きと羽心うららはそんな２人ふたりをじっと見みていた。

「ねえ勇ゆう気き、この人ひとたちって……」

　彼かれらは人にん間げんと怪かいだ。

　しかしまるで、恋こい人びと同どう士しそのものだった。

「ほんとに、彼かの女じょを倒たおさないといけないの……？」

「だけど、領りょう主しゅの家いえの人ひとたちを襲おそったって言いうし」

　すると、セイレが勇ゆう気きのほうを見みた。

「襲おそってきたのは彼かれらのほうなの。私わたしを捕つかまえて見み世せ物ものにしようとしてきて」

「えええ??」

　どうやら、そんな領りょう主しゅたちから逃にげるために、歌うたを歌うたって抵てい抗こうしたようだ。

「悪わるいのは、領りょう主しゅたちってことよね……」

　羽心うららがつぶやく。

「それは……」

　勇ゆう気きはどう答こたえればいいのか分わからなくなってしまった。

　と突とつ然ぜん──、




　ガタッ




　入いり口ぐちで物もの音おとがした。

　ハッとして見みると、入いり口ぐちに数すう人にんの男おとこが立たっている。

　先さきほど領りょう主しゅのもとに集あつまっていた村むら人びとたちだ。

「ヨハン、そいつを渡わたせ！」

　男おとこたちは小こ屋やに飛とび込こんで来きた。




「だめえ!!」




　瞬しゅん間かん、羽心うららはそばにあったオールを手てに取とると振ふり上あげた。

「おい、やめろ！」

「そっちこそやめなさい！　ヨハンさん、セイレさん、逃にげるわよ！」

「あ、ああ！」

　ヨハンは布ぬのを掴つかむと、桶おけの中なかの水みずに浸ひたし、セイレの身体からだをその布ぬので包つつんだ。

「セイレ、少すこしの間あいだ我が慢まんして！」

　ヨハンは布ぬので包つつまれたセイレを抱だき上あげる。

　それを見みて、羽心うららは勇ゆう気きのほうを見みた。

「ヨハンさんたちを守まもって！」

「え、でも！」

「早はやく！」

「わ、分わかったよ!!」

　勇ゆう気きはそばにあった網あみを手てに取とり、それを男おとこたちに向むかって投なげた。

「おい、やめろ！　うわっ！」

「くそ、取とれない！」

　男おとこたちは網あみに絡からまり、パニックになる。

「今いまだ！」

　勇ゆう気きたちは、セイレを抱だきかかえたヨハンとともに、小こ屋やから逃にげ出だした。
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「ありがとう、助たすかったよ！」

　勇ゆう気きたちは、村むらから少すこし離はなれた場ば所しょにある小ちいさな砂すな浜はままで逃にげて来きた。

「ここは、村むらでも俺おれと親しん友ゆうのミハエルしか知しらない秘ひ密みつの漁ぎょ場じょうなんだ」

　周まわりにはいくつも岩いわがあり、砂すな浜はまはその隙すき間まに隠かくれるようにあった。

　この周しゅう辺へんに魚さかなが集あつまって来くるのだという。

　砂すな浜はまのあちこちに、ヨハンたちが使つかっていたであろう漁りょうの道どう具ぐなどが置おかれていた。

　ヨハンは、布ぬのに包つつまれたセイレを見みた。

「すぐに海うみに浸つけてあげるからね」

　ヨハンは波なみ打うち際ぎわへと行いくと、セイレをゆっくりと海うみの中なかに降おろした。

「ありがとう、ヨハン」

「苦くるしかっただろ。もう大だい丈じょう夫ぶだよ」

　その光こう景けいを、羽心うららはうれしそうに見みていた。

　そんな羽心うららに、勇ゆう気きは話はなしかける。

「ねえ、羽心うらら。僕ぼくたちは人にん魚ぎょを倒たおしに来きたんだよね？」

　それを聞きいた羽心うららは、神しん妙みょうな顔かおつきになり、小ちいさくうなずいた。

「だけど、２人ふたりを見みてたら助たすけなきゃって思おもったの」

　羽心うららは勇ゆう気きをじっと見みつめた。

「セイレさんは、悪わるい怪かいなんかじゃない。勇ゆう気きだってそう思おもうでしょ？」

「そ、それは、そう思おもうけど……」

　セイレは怪かいだが、傷きずつき、弱よわっているひとりの女おんなの人ひとにしか見みえない。

　すると、プーカが勇ゆう気きの服ふくの胸むねポケットから飛とび出だした。




「怪かいだって、人にん間げんと同おなじだヨ。悪わるい奴やつばかりじゃなイ」




「プーカ」

「オイラだって、とっても素す敵てきないい怪かいだロ」

「素す敵てきかどうかは分わからないけど、たしかに悪わるい怪かいじゃないよね」

　勇ゆう気きの言こと葉ばに、プーカはニッコリと笑わらった。




「その生いき物ものは何なんだい??」




　ヨハンが、プーカを見みて目めをパチクリさせていた。

「あっ、えっと、彼かれは──」

「オイラはプーカ。妖よう精せい族ぞくの王おう子じだヨ！」

　プーカは、パタパタと羽はねを動うごかしながら、ヨハンたちのそばまで飛とんで行いった。

「よろしくネ！」

　プーカはヨハンに手てを差さし出だす。

「え、は、はあ」

　ヨハンは戸と惑まどいながらも、プーカと握あく手しゅをした。

「かわいい、妖よう精せいさんね」

　セイレはクスクスと笑わらった。

　その姿すがたを見みて、勇ゆう気きと羽心うららも心こころが和なごむ。

　羽心うららの言いうように、彼かの女じょは悪わるい怪かいなどではない。

「けど、だったらどうして見み捨すて里り市しに歌うたの力ちからが？」

　勇ゆう気きは、セイレに、人にん魚ぎょの歌うたの力ちからが×バツ印じるし状じょうのヒビを通とおって町まちに来きてしまったことを話はなした。

　しかし、セイレはその話はなしを聞きいて首くびをかしげた。

「たしかに、歌うたには人にん間げんを眠ねむらせてしまう力ちからがあるわ。だけど、×バツ印じるし状じょうのヒビというのは何なにかしら？」

「邪じゃ鬼きという少しょう年ねんに会あいませんでしたか？　そいつがあなたをたぶらかして、人にん魚ぎょの力ちからを利り用ようしようとしているんです」

「邪じゃ鬼き？　そんな少しょう年ねんは会あったことがないけど」

「目めに包ほう帯たいをしてて着き物ものを着きて刀かたなを持もった少しょう年ねんです」

「私わたしには覚おぼえが……、だけどもしかしたら──、うっ」

　そのとき、セイレが苦くるしそうな表ひょう情じょうを浮うかべた。

　逃にげるときに動うごいたせいで、傷きずの痛いたみが増ましてしまったようだ。

「セイレ、大だい丈じょう夫ぶかい??」

「え、ええ、平へい気きよ……」

　だが、その顔かおは辛つらそうだ。

「きぃぃ～、全ぜん部ぶあの領りょう主しゅのせいダ。ギャフンと言いわせてやル！」

　プーカは宙ちゅうに浮うかびながら、拳こぶしを握にぎり締しめた。




「ふん、私わたしをギャフンとだと？」




「えっ？」

　勇ゆう気きたちが振ふり返かえると、そこには領りょう主しゅと村むら人びとたちがいた。

「どうしてここが!?」

　焦あせるヨハンを見みて、領りょう主しゅはニヤリと笑わらった。

「彼かれが教おしえてくれたのだよ。秘ひ密みつの砂すな浜はまがあるとね」

　領りょう主しゅの後うしろには、オドオドとしている小こ柄がらな青せい年ねんが立たっていた。

「ミハエル！」

　ヨハンの親しん友ゆうで、この砂すな浜はまを知しっているもうひとりの人じん物ぶつだ。

「ミハエル、どうして教おしえたんだ！」

「だ、だって、領りょう主しゅ様さまの命めい令れいは絶ぜっ対たいだから。それぐらいお前まえだって分わかるだろ？」




「ふん、馬ば鹿かな奴やつだ。人にん魚ぎょなど退たい治じされて当とう然ぜんの存そん在ざいなのだぞ」




　領りょう主しゅは村むら人びとたちとともに、ジリジリと近ちかづいて来きた。

「勇ゆう気き！」

　羽心うららは焦あせった表ひょう情じょうで勇ゆう気きのほうを見みた。

「あ、ああ……」

　勇ゆう気きはセイレとヨハンを見みる。

　そして、領りょう主しゅと村むら人びとたちを見みた。

「僕ぼくは──」




　次つぎの瞬しゅん間かん、勇ゆう気きはセイレたちを守まもるように、領りょう主しゅたちに向むかって構かまえた。




「そうこなくっちゃ！」

　羽心うららもとなりで構かまえる。

「いいぞ、やっちゃエ！」

　プーカも勇ゆう気きの肩かたにしがみつき応おう援えんした。

「くうう、妖よう精せいまでいたとは。忌いま々いましい怪かい物ぶつどもめ」

「オイラたちは忌いま々いましくなんかないゾ！」

「怪かい物ぶつが人にん間げん様さまに意い見けんする気きか？　子こ供どもたちよ。お前まえたちもその男おとこと同おなじで怪かい物ぶつの味み方かたということだな。いいだろう、こいつらを全ぜん員いん捕つかまえるのだっ！」

　領りょう主しゅの命めい令れいを受うけ、村むら人びとたちが一いっ斉せいに駆かけ込こんで来きた。




　パシャッ




　そのとき、少すこし離はなれた海かい面めんで何なにかが跳はねた。

「あれは！」




　セイレと同おなじ美うつくしい人にん魚ぎょだ。




「もう一匹ぴきいたのか！」

　領りょう主しゅが苛いら立だちながら海うみのほうを見みると、人にん魚ぎょはそばの岩いわ場ばに腰こしを下おろした。

「聴きくがよい。愚おろかな人にん間げんたちよ！」

　人にん魚ぎょはそう言いうと、大おおきく息いきを吸すい込こんだ。

「やばイ！　歌うたを歌うたう気きだゾ！」

　プーカの言こと葉ばを聞きき、勇ゆう気きと羽心うららはハッとした。

　あわててヘッドホンとイヤホンを耳みみに着つける。

「ヨハンさんも耳みみを押おさえて！」

「えっ、あ、ああ！」

　ヨハンが耳みみを押おさえた瞬しゅん間かん、人にん魚ぎょの歌うた声ごえが響ひびいた。




　ル～、ラララ～♪




　その美うつくしい歌うた声ごえに、村むら人びとたちは思おもわず立たち止どまり、聴きき入いる。

「おい、お前まえたち何なにをしている！　早はやく捕つかまえるのだ！」

　領りょう主しゅは村むら人びとたちに怒ど鳴なりつけるが、だんだん動うごきが鈍にぶくなっていった。

「何なんか……、眠ねむくなって、きたぞ……」

　領りょう主しゅはうっとりとした表ひょう情じょうになった。

「あ、あああ……」

　次つぎの瞬しゅん間かん、領りょう主しゅは眠ねむりに落おちると、そのまま前まえのめりに倒たおれた。

　村むら人びとたちも次つぎ々つぎと眠ねむり、倒たおれていく。
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「これは……!?」

　それを見みて、ヨハンは戸と惑まどう。

　そのなか、セイレが人にん魚ぎょのほうを見みて叫さけんだ。

「姉ねえさん、やめて！」
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「姉ねえサンだっテ??」

　プーカがその言こと葉ばに驚おどろいていると、歌うたが止とまった。

「お、おい、もう大だい丈じょう夫ぶだゾ！」

　プーカの手て振ぶりを見みて、勇ゆう気きと羽心うららはヘッドホンとイヤホンを外はずす。

「おイ、大たい変へんダ！　あの人にん魚ぎょはセイレちゃんのお姉ねえサンみたいだゾ」

「えええ？」

　勇ゆう気きたちは人にん魚ぎょのほうを見みた。

　だが、人にん魚ぎょは海うみに飛とび込こみ、姿すがたを消けした。

「どこに行いくつもりだ??」

　勇ゆう気きたちは、海かい面めんを見みつめる。

　しかし、どこに人にん魚ぎょがいるのか分わからない。

　すると、セイレのそばの海かい面めんが水みずしぶきを上あげた。

　海かい中ちゅうから、姉あねの人にん魚ぎょが姿すがたを現あらわした。

「セイレ、なぜ人にん間げんなどといるのだ！　裏うら切ぎるつもりか！」

　人にん魚ぎょはセイレの腕うでを掴つかんだ。

「裏うら切ぎるのなら、私わたしがお前まえを抹まっ殺さつしてやる！」

　人にん魚ぎょはそのままセイレを海うみの中なかに連つれ込こもうとした。

「きゃあ！」

「セイレ!!」

　瞬しゅん間かん、ヨハンがセイレの手てを握にぎった。

「人にん間げん、その手てを離はなせ！」

　人にん魚ぎょはセイレを掴つかんだまま、強ごう引いんに泳およごうとする。

「ああっ！」

　ヨハンはその勢いきおいにバランスを崩くずし、海うみの中なかに入はいって行いってしまった。

「ヨハンさん！」

　勇ゆう気きたちは、あわててヨハンたちを追おって、波なみ打うち際ぎわを走はしる。

　だが、人にん魚ぎょの泳およぎは速はやく、徐じょ々じょに砂すな浜はまから離はなれて行いく。

「ヨハン危あぶないわ、手てを離はなして！」

「離はなすもんか！　セイレ！　があ、がああ！」

　ヨハンはかろうじて水すい面めんに顔かおだけを出だしているが、これ以い上じょう深ふかくなれば、もはや抵てい抗こうするのは不ふ可か能のうだ。

「このままじゃヨハンさんが大たい変へんなことになっちゃうゾ！」

「分わかってるってば！」

　勇ゆう気きは波なみ打うち際ぎわを必ひっ死しに走はしり、ヨハンたちを追おいかけるが、どうすれば助たすけられるかまったく分わからなかった。

「飛とんで行いければ助たすけられるのに！」

「飛とんで行いければ??」

　勇ゆう気きの後うしろを走はしっていた羽心うららが、ふと砂すな浜はまを見みた。

　そこには、ボロボロになったロープが捨すてられている。

　ヨハンが捨すてた漁りょうの道どう具ぐだ。

　それを見みて、羽心うららはハッとなった。

「プーカ！」

　羽心うららはロープを手てに取とると、勇ゆう気きの肩かたにしがみついているプーカを見みた。




「ロープを持もって、ヨハンさんのところまで行いって！」




「オイラがあそこニ??」

「これはあなたにしかできないことなのよ！」

「オイラにしか……」

　プーカは、にやっと笑わらった。

「しょうがないナ。妖よう精せい族ぞくの王おう子じの力ちからを見みせてやるゾ」

　次つぎの瞬しゅん間かん、プーカはロープを掴つかむと、ヨハンたちのほうへ飛とんで行いった。

「羽心うらら、一いっ体たい何なんなの??」

「いいから見みてて！」

　羽心うららは、プーカの持もって行いったロープの一いっ方ぽうの端はしを握にぎり締しめていた。

「ヨハンさん！」

「プーカ！」

　プーカは猛もうスピードでヨハンたちのもとへたどり着ついた。

「何なにをするつもりだ??」

　人にん魚ぎょがにらむ。

　そのなか、羽心うららが砂すな浜はまから声こえをあげた。




「ヨハンさん、そのロープを身体からだに巻まいて！」




「ロープを??」

　ヨハンは訳わけも分わからず、プーカの持もっていたロープを身体からだに巻まいた。

　一いっ方ぽう、それを見みた勇ゆう気きはハッとした。

「そうか！　ロープを引ひっ張ぱるんだね！」

「そのとおり！」

　勇ゆう気きは羽心うららの持もっていたロープの端はしを持もった。




「んんんんん!!」




　勇ゆう気きと羽心うららはロープを引ひっ張ぱる。

「な、何なんだ??」

　人にん魚ぎょは急きゅうに前まえに進すすめなくなった。

「勇ゆう気き、もっと引ひっ張ぱって！」

「ああ！　ふんんん!!」

　勇ゆう気きと羽心うららはさらにロープを引ひっ張ぱる。
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「セイレを、返かえせ……！」

　ヨハンはセイレの手てを強つよく握にぎりしめていた。

「く、く、あああ！」




　次つぎの瞬しゅん間かん、人にん魚ぎょがセイレを離はなした。




「今いまだ！」

　勇ゆう気きたちはさらに勢いきおいよくロープを引ひっ張ぱった。

　ヨハンとセイレは波なみ打うち際ぎわまで戻もどってきた。

「羽心うららチャン、オイラやったヨ！」

「うんうん、偉えらい！」

「ヨハンさん、セイレさん、大だい丈じょう夫ぶですか？」

　勇ゆう気きの言こと葉ばに２人ふたりは笑え顔がおでうなずいた。




「許ゆるさん──」




　近ちかくの岩いわ場ばから、声こえが響ひびく。

　いつの間まにか、セイレの姉あねが岩いわ場ばに座すわっていた。

「あの少しょう年ねんの言いったとおりだ。人にん間げんなど生いかしておくべきではない!!」

「あの少しょう年ねん？　そうか、お前まえが邪じゃ鬼きと会あっていたのか！」

　ヒビから漏もれ出だした人にん魚ぎょの力ちからは、姉あねの人にん魚ぎょの力ちからだったのだ。

「あの少しょう年ねんは私わたしに言いった。妹いもうとを傷きずつけた人にん間げんたちを、黙だまって放ほうっておくのかと」

　人にん魚ぎょの上うえに、×バツ印じるし状じょうのヒビが現あらわれる。

　黒くろい煙けむりが漏もれ出だす。

「私わたしは人にん間げんを許ゆるさない！」

　人にん魚ぎょは目めを赤あかく光ひからせると、大おおきく息いきを吸すい込こんだ。

「姉ねえさん、やめて!!」

「耳みみを塞ふさぐんだ!!」

　勇ゆう気きは、羽心うららとヨハンに叫さけんだ。

　刹せつ那な、人にん魚ぎょの歌うた声ごえが響ひびく。

　勇ゆう気きたちはそれぞれ耳みみを塞ふさぐ。

　だが、耳みみを塞ふさいでも、歌うた声ごえが聞きこえて来きた。




　ル～、ラララ～♪




「どうして??」

「あの少しょう年ねんのおかげだ！」

　ヒビから漏もれる黒くろい煙けむりが、人にん魚ぎょを包つつみこんでいた。

「私わたしは、力ちからを増ました。より多おおくの人にん間げんを永えい遠えんに眠ねむらせるために！」

　人にん魚ぎょは目めを赤あかく光ひからせながら、さらに歌うたを歌うたった。




　ル～、ラララ～♪




「勇ゆう気き、このままじゃやばいわよ！」

「逃にげろ!!」

　勇ゆう気きたちはヨハンたちを連つれて、その場ばから離はなれようとする。

　だが、動うごけなくなってしまう。

　歌うた声ごえが、心こころの奥おくの奥おくまで響ひびく。

　勇ゆう気きたちはその声こえに聞きき惚ほれてしまったのだ。

「おイ、勇ゆう気きクン、羽心うららチャン、しっかりしロ！」

「何なんだか、いい歌うたかも……」

「私わたし、眠ねむくなってきたわ……」

　勇ゆう気きと羽心うららは、うっとりとしながら、その場ばに膝ひざをつく。

　ヨハンも、フラフラとよろめき出だした。

「ヨハン！」

　セイレが名なを呼よぶが、ヨハンの目めは今いまにも閉とじそうだ。

「セ……イレ……、僕ぼくは……君きみを……守まもる……」

「愚おろかな人にん間げんどもよ！　永えい遠えんの眠ねむりにつくがいい！」

　人にん魚ぎょはさらに目めを赤あかく光ひからせ、大おおきく息いきを吸すった。




「もうやめて!!」




　セイレは人にん魚ぎょをにらんだ。

「たしかに、姉ねえさんの言いうように、悪わるい人にん間げんはいっぱいいる。だけど、だけど、いい人にん間げんだってたくさんいるの！　だから、私わたしの大たい切せつな人ひとをこれ以い上じょう傷きずつけないで!!」

　セイレは、大おおきく息いきを吸すった。

　そして、歌うたを歌うたった。




　ラララ～、ルルララ～♪




「その歌うたは!!」

　人にん魚ぎょはその歌うたを聴きき、動どう揺ようする。

　それは、哀かなしそうな歌うた声ごえだった。

　耳みみを塞ふさいでいる勇ゆう気きたちにもはっきりと聞きこえた。

　だが、勇ゆう気きたちはまったく眠ねむくならなかった。

「何なんなんだ、この歌うたは……？」

　勇ゆう気きがそうつぶやいた瞬しゅん間かん、岩いわ場ばにいた人にん魚ぎょが悲ひ鳴めいをあげた。




「セイレ！　どうして??　私わたしはお前まえのことを！　があああっ！」




　人にん魚ぎょは悶もだえながら、身体からだから黒くろい煙けむりを出だした。
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　黒くろい煙けむりは四し散さんして、そのまま人にん魚ぎょも消きえた。

　一いっ方ぽう、セイレも歌うたうのをやめ、その場ばに倒たおれた。

「セイレ！」

「今いまのは……禁きん断だんの歌うた……。聴きけば、人にん魚ぎょは死しんでしまうの。歌うたった本ほん人にんでさえも……」

「本ほん人にんでさえも？」

「あぁっ！」

　セイレは苦くるしそうな表ひょう情じょうを浮うかべる。

「セイレさん!!」

　勇ゆう気きたちはセイレのもとに駆かけ込こむ。

「セイレ！　セイレ!!」

　ヨハンはセイレを抱だきしめて、必ひっ死しに名な前まえを呼よんだ。

「短みじかい間あいだ……だったけど……、あなたに会あえて、よかった……」

「セイレ、しっかりしろ！」




「ヨハン、私わたし……あなたのことが──」




「セイレ!!」

　セイレは、ヨハンの腕うでの中なかで、泡あわとなって消きえた。

　それは、今いままで見みたことのないぐらい、穢けがれのない真まっ白しろな泡あわだった。
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　しばらくして。

　勇ゆう気きと羽心うららは、村むらを歩あるいていた。

　すべてが元もとに戻もどり、村むら人びとたちはいつもと同おなじ生せい活かつを送おくっていた。

「ほんと、領りょう主しゅ様さまはすぐ怒おこるから嫌いやだよな」

「おいおい、そんなこと聞きかれたら、また怒ど鳴なられるぞ」

　村むら人びとたちは笑わらいながら、勇ゆう気きたちのそばを歩あるいて行いった。

「結けっ局きょく、あの領りょう主しゅも無ぶ事じで、何なにも覚おぼえてないのよね？」

「ああ、人にん魚ぎょがいたことも、人にん魚ぎょを傷きずつけたことも何なにも」

　おそらく、領りょう主しゅはまた人にん魚ぎょを見みつけたら殺ころそうとするだろう。

「オイラ、何なんか納なっ得とくできないゾ……」

　勇ゆう気きの服ふくの胸むねポケットの中なかで、プーカが怒おこったような顔かおをした。

　勇ゆう気きも羽心うららも、プーカと同おなじ気き持もちだった。




　やがて、勇ゆう気きたちは秘ひ密みつの小ちいさな砂すな浜はまにやって来きた。

　砂すな浜はまには、ひとりの青せい年ねんがいた。

　ヨハンだ。

　ヨハンはぼんやり海うみを眺ながめていた。

　そこへ、ミハエルが通とおりかかった。

「おい、ヨハン、何なにしてるんだ？」

　ミハエルがたずねると、ヨハンは「さあ」と答こたえた。




「よく分わからないけど、ずっと海うみを見みていたくて。見みてると、なぜか心こころが温あたたかくなるんだ」




「ヨハンさん……」

　セイレも、姉あねの人にん魚ぎょも、悪わるい怪かいなどではなかった。

　それなのに、２人ふたりとも消きえてしまった。

「こんな悲かなしいことは、もう二に度どと繰くり返かえしちゃいけないんだ」

　海うみの上うえには太たい陽ようが浮うかんでいる。

　太たい陽ようは、砂すな浜はまを眩まぶしく照てらしていた。

　勇ゆう気きたちはいつまでも、ヨハンを見みつめ続つづけていた。
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　カチッ！

　しわの刻きざまれた男だん性せいの手てがスイッチを入いれた。

　キュ～～ン！

　テーブルに置おかれた金きん属ぞく製せいの四し角かくい装そう置ちに電でん流りゅうが流ながれる。

　その装そう置ちは跳とび箱ばこの一いち番ばん上うえの段だんくらいの大おおきさだ。

　側そく面めんにはいくつかのレベルメーターが付ついている。

　それらの針はりがキュッと大おおきく振ふれた。

　ジジジッ！

　装そう置ちの上うえには鹿しかの角つののような形かたちの金きん属ぞく棒ぼうが突つき出でている。

　その棒ぼうと棒ぼうの間あいだに小ちいさな青あお白じろい火ひ花ばなが散ちった。

　周しゅう囲いの空くう気きが微かすかに対たい流りゅうを始はじめる。

　これは何なにかを送そう受じゅ信しんするためのアンテナなのだ。

　スーツに身みを包つつんだ老ろう紳しん士しは異い様ようなアンテナをしっかりと見みつめた。

　そして、小ちいさくうなずく。

　準じゅん備びが整ととのったようだ。

　老ろう紳しん士しは装そう置ちから突つき出だしたラッパ状じょうの金きん属ぞくに顔かおを近ちかづけた。

　広ひろがった方ほうに口くちを寄よせているので、ラッパを逆ぎゃくから吹ふこうとしているように見みえる。

「ハロー、ハロー、聞きこえるかい？」

　ラッパ状じょうの金きん属ぞくの中なかに語かたりかけると、今こん度どはそこに耳みみを向むけた。

　老ろう紳しん士しは真しん剣けんな表ひょう情じょうで何なにかが聞きこえるのを期き待たいして耳みみを澄すます。

　しかし──、

　ジジジッ、ジジッ！

　頭ず上じょうのアンテナが小ちいさな火ひ花ばなと共ともに立たてる音おとが響ひびくだけだ。

　老ろう紳しん士しは先さきほどと同おなじようにラッパ状じょうの金きん属ぞくに口くちを向むけた。

「ハロー、ハロー、聞きこえるかい？」

　老ろう紳しん士しは何なん度ども語かたりかける。

「ハロー、ハロー、メアリー、聞きこえるか？　メアリー、聞きこえるなら返へん事じをしてくれ」

　そして、また耳みみを傾かたむける。

　ジッ、ジッ……ジジッ、ジッ……

　装そう置ちの上うえに伸のびたアンテナに、小ちいさな火ひ花ばなが散ちり、いらだつ音おとを立たてる。

　老ろう紳しん士しの顔かおのしわと、白髪しらがが火ひ花ばなに青あお白じろく照てらされた。

「……ダメか……」

　ため息いきをついた老ろう紳しん士しは、ネクタイを緩ゆるめた。

　彼かれはどんな時ときでもスーツをきっちりと着きていた。

　徹てつ夜やの仕し事ごとをしようとして、スーツのまま作さ業ぎょうテーブルの上うえで寝ねてしまうことも度たび々たびだった。

　今日きょうも深しん夜やになっていた。

　この研けん究きゅう室しつには老ろう紳しん士しがぽつんといるだけだ。

　彼かれはラッパ状じょうの金きん属ぞくが付ついた四し角かくい装そう置ちを見みつめて肩かたを落おとした。

「やはり上手うまくいかない。すまん。メアリー」

　老ろう紳しん士しは目めの前まえに置おいた写しゃ真しん立たての中なかの女じょ性せいを見みつめる。

　そこには若わかく美うつくしい女じょ性せいの姿すがたがあった。




「あきらめるのは早はやいですよ。良よい方ほう法ほうがあります」




　不ふ意いに少しょう年ねんの声こえが響ひびいた。

　老ろう紳しん士しはびっくりして声こえのほうへ顔かおを向むける。

「誰だれだ!?」

　研けん究きゅう室しつの戸と口ぐちに見み慣なれぬ少しょう年ねんが立たっている。
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「お前まえは誰だれだ？　ここは関かん係けい者しゃ以い外がい立たち入いり禁きん止しだぞ！　どうやって入はいった!?」

　少しょう年ねんはそれには答こたえずに部へ屋やにゆっくりと入はいって来きた。

　長ながい髪かみで顔かおが半はん分ぶん隠かくれている。

　老ろう紳しん士しは不ぶ気き味みに思おもいじっと見みつめた。

「あなたは今いま、『霊れい界かい通つう信しん機き』を作つくろうとしてるんですよね？」

　その言こと葉ばに老ろう紳しん士しは心しん臓ぞうが止とまりそうになった。

「えっ!?　な、なぜ、それを!?」

　霊れい界かいと通つう信しんする装そう置ちの開かい発はつの事ことは、まだ誰だれにも話はなしていなかったのだ。

「どうして、君きみは知しってるんだ!?」

　老ろう紳しん士しに近ちかづいてくる少しょう年ねんは答こたえる代かわりに提てい案あんをする。

「僕ぼくが手て伝つだえば通つう信しんだけでなく、霊れい界かいと交こう流りゅうもできるようになりますよ」

「何なんだって？」

「亡なくなったメアリーさんに会あう事ことだってできるようになる」

「え？　メ、メアリーと……？」

　老ろう紳しん士しの声こえがうわずった。

　彼かれがこの装そう置ちの開かい発はつに夢む中ちゅうになっていたのは、新あらたな発はつ明めいのためではなかった。

　それ以い上じょうの理り由ゆうがあったのだ。

「本ほん当とうにメアリーに会あえるというのか？」

　髪かみで顔かおが半はん分ぶん隠かくれた少しょう年ねんをにらみつけていた老ろう紳しん士しの目めつきが変かわった。

　少しょう年ねんはニヤリと笑わらうと、部へ屋やに置おいてあるもう１つの装そう置ちを見みた。

　大おおきなレンズが付ついた箱はこ状じょうの装そう置ちは、頑がん丈じょうな三さん脚きゃくに取とり付つけられている。

「これが映えい画がを誕たん生じょうさせたカメラなんですね」

「ああ、そうだ。だからなんだ？」

「このカメラを利り用ようするんです。そうすれば、あなたはメアリーさんに会あえます」

「え？　本ほん当とうか？」

　少しょう年ねんは力ちから強づよくうなずいた。

「あなたは再ふたたび凄すごい発はつ明めいをするのです。そしてメアリーさんに会あえる」

　それを聞きいた老ろう紳しん士しの顔かおに自じ信しんがみなぎってきた。

「よし、じゃ、直すぐに開かい発はつに取とりかかろう」

「もちろんです。でも、超ちょう自し然ぜんのパワーを注ちゅう入にゅうしないとならないですけどね」

「え？　超ちょう自し然ぜんのパワーだって……」

　老ろう紳しん士しは思し案あんして眉み間けんにしわを寄よせた。
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「え？　どういうこと？　花か恋れんちゃんの家いえのテレビがいきなり３スリーＤディーになったの？」

「そうなの。映えい画が館かんの３スリーＤディー映えい画がみたいになったの」

　金きん曜よう日びの放ほう課か後ごの教きょう室しつで、羽心うららは花か恋れんに奇き妙みょうな話はなしを聞きかされていた。

「でも、３スリーＤディー映えい画がってメガネをかけるよね？　メガネをかけたの？」

「ううん、違ちがう」

　花か恋れんは首くびを横よこに振ふって詳くわしい説せつ明めいをはじめた。

「昨日きのうは『世せ界かいの恐きょう怖ふ動どう画が99連れん発ぱつ』って番ばん組ぐみを見みてたのね」

「ああ、年ねんに１、２回かい放ほう映えいしてる番ばん組ぐみね」

「え？　羽心うららちゃんも見みてたの？」

「見みてない。だってネットで見みられる動どう画がを紹しょう介かいしてるだけなんだもの」

　そう答こたえてから羽心うららは、花か恋れんをきょとんと見みつめた。

　なにしろ花か恋れんは幽ゆう霊れいだの宇う宙ちゅう人じんだのはまったく信しんじないタイプなのだ。

「花か恋れんちゃんが、そんな番ばん組ぐみを見みるのが不ふ思し議ぎなんだけど？」

「パパが好すきなのよ。あんな動どう画がは噓うそに決きまってるし、私わたしはそういうの嫌きらいだもん」

「あ、そうだよね。それで……」

「私わたしは近ちかくで本ほんを読よんでたの。そしたら、いきなりパパが『なんだこれ！』って言いうから、テレビを見みたの。そしたら……」

　花か恋れんは不ふ意いにゾッとした表ひょう情じょうで口くちをつぐんだ。

　昨夜ゆうべのことを鮮せん明めいに思おもい出だしたのだ。

「花か恋れんちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

　羽心うららが声こえをかけると花か恋れんは我われに返かえった。

「あ、ごめん。それでテレビを見みたの。そしたらまるで３スリーＤディー映えい画がみたいに幽ゆう霊れいが画が面めんから浮うき上あがって見みえたの」

「ええ？　どういうこと!?」

　理り解かいできない羽心うららの疑ぎ問もんに、花か恋れんは強つよい口く調ちょうで答こたえる。

「ほんとなのよ！」

「だけど、花か恋れんちゃんの知しらないうちに３スリーＤディーテレビに買かい替かえたんじゃないの？」

　それを完かん全ぜん否ひ定ていするように花か恋れんは首くびを大おおきく横よこに振ふった。

「『買かい替かえてない』って、パパもママも言いうのよ」

　自じ分ぶんのことが信しんじられずにうつむく花か恋れんだが、羽心うららも考かんがえ込こんでしまい何なにも言いえなくなった。

「なに、どうしたの？」

　暗くらい表ひょう情じょうの２人ふたりを見みて、勇ゆう気きが声こえをかけてきた。

「花か恋れんちゃんちのテレビが突とつ然ぜん、３スリーＤディーになっちゃったんだって」

「へぇ、３スリーＤディー映えい画がは見みたことあるけど、テレビは見みたことないんだよね。昔むかしは３スリーＤディーテレビがいっぱい売うられてたらしいけどね」

　その話はなしは勇ゆう気きの口くちから出でた途と端たんに跡あと形かたもなく消きえてしまう。

　羽心うららと花か恋れんの耳みみに入はいらなかったのだ。

　２人ふたりは、「う～ん」と唸うなってうつむいているだけだ。

「あのぉ～」

　勇ゆう気きは２人ふたりの顔かおをおそるおそる覗のぞき込こんだ。

「あ！　いけない！」

　突とつ然ぜん、花か恋れんが我われに返かえって声こえを上あげた。

「わぁ！　なになに!?」

　目めを白しろ黒くろさせる勇ゆう気きにはおかまいなしに、花か恋れんはランドセルを掴つかんだ。

「今日きょうは塾じゅくなんだ」

「忘わすれてちゃダメじゃん！」

　羽心うららも我われに返かえった。

「うん、急いそいで帰かえらないと！」

　慌あわてて教きょう室しつを飛とび出だしていく花か恋れん。

　その背せ中なかを見み送おくった羽心うららが勇ゆう気きを見みた。

「ところで、明日あしたの見み捨すて里り名めい画が館かんには、勇ゆう気きももちろん行いくわよね？」

　羽心うららの唐とう突とつな質しつ問もんに、勇ゆう気きはきょとんとした。

「見み捨すて里り名めい画が館かんって昔むかしの映えい画がばかり上じょう映えいしてる古ふるい映えい画が館かんだよね？　え？　なんで？」

　勇ゆう気きのその言こと葉ばを聞きいた羽心うららは、あきれた様よう子すで声こえをひそめた。

「勇ゆう気き、『怪かい』についてもっとしっかり勉べん強きょうしないとだめでしょ？」

「うん。まあ、そうだけど……」

　先せん日じつ、人にん魚ぎょを倒たおしてからというもの、勇ゆう気きは怪かいについて今いままで以い上じょうに深ふかく考かんがえるようになっていた。

　セイレも、姉あねの人にん魚ぎょも、悪わるい怪かいではなかった。

　人にん間げんが捕つかまえようとしたせいで、逃にげるために怪かいの力ちからを使つかっただけだったのだ。

「怪かいって、本ほん当とうに悪わるい存そん在ざいなのかな……？」

　勇ゆう気きはふと、羽心うららにそう言いった。

　羽心うららはその言こと葉ばを聞きき、真しん剣けんな表ひょう情じょうになった。

「それは、私わたしにもよく分わからないけど……」

　どうやら、羽心うららも前ぜん回かいの戦たたかいから悩なやんでいるようだ。

　しかしすぐに首くびを横よこに振ふった。

「よく分わからないけど、私わたしたちは見み捨すて里り市しを守まもらないといけないでしょ。だったら、できることは何なんでもしておかなきゃ」

「そ、それは……」

　プーカもゾンビの話はなしをしたときに同おなじことを話はなしていた。

「やっぱりそうだよね……」

　怪かいが本ほん当とうに悪わる者ものなのかどうか分わからないが、邪じゃ鬼きは怪かいの力ちからを利り用ようして、この町まちを襲おそおうとしている。

　勇ゆう気きと羽心うららは、そんな邪じゃ鬼きの野や望ぼうを絶ぜっ対たいに食くい止とめなければならないのだ。

「だけど、怪かいの勉べん強きょうと名めい画が館かんの映えい画がと何なにが関かん係けいしてるの？」

「だから、怪かいの映えい画がが上じょう映えいされるのよ」

「怪かいの映えい画がって……？」

「それは観みてのお楽たのしみよ」

　勇ゆう気きは意い味みがよく分わからなかったが、羽心うららと映えい画がを観みに行いくことにした。
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　翌よく日じつの午ご後ご。

　見み捨すて里り名めい画が館かんの前まえに来きた２人ふたりだが、勇ゆう気きは上じょう映えい案あん内ないを見みて目めを丸まるくした。




「ええ!?　なに、これ!?　怪かいって怪かい談だん映えい画がってこと??」




「そう、勉べん強きょうになるでしょ」

　入いり口ぐちには『四よつ谷や怪かい談だん』のポスターが貼はってあった。

　それを見みて、勇ゆう気きは急きゅうに震ふるえ出だす。

「怪かい談だん映えい画がって、つまり、昔むかしの日に本ほんのホラー映えい画がだよね。しかも、『四よつ谷や怪かい談だん』はその中なかでも一いち番ばん有ゆう名めいだよ。あの、僕ぼくは……」

　後あとずさりを始はじめた勇ゆう気きの腕うでを、羽心うららが掴つかんだ。

「ほら、勇ゆう気き、行いくわよ！」

「いや、僕ぼくは、やっぱり帰かえるから……」

「鵺ぬえやゾンビと戦たたかってさんざん怖こわい目めに遭あってきたのに、なんでそんなに怯おびえてるのよ？」

「だってさ、戦たたかうときは必ひっ死しだから怖こわがる暇ひまもないけど、映えい画がはおとなしく観みてないといけないんだよ。絶ぜっ対たいに怖こわいから目めをつぶってるよ」

「この映えい画がは50年ねんくらい前まえの作さく品ひんよ。今いまの３スリーＤディー映えい画がのホラーに比くらべたら大たいしたことないわよ」

「３スリーＤディー映えい画がって何なんダ？」

　勇ゆう気きの上うわ着ぎの胸むねポケットから突とつ然ぜん、プーカが顔かおを出だした。

「「３スリーＤディー映えい画がを知しらないの!?」」

　勇ゆう気きと羽心うららは声こえをそろえて驚おどろいてしまった。

「なんだヨ！　オイラは１００年ねんも前まえから来きたんダ。知しらないのが当あたり前まえだロ!?」

「あ、そうよね」と頷うなずいた羽心うららは、「立りっ体たい映えい画がよ。映えい像ぞうが飛とび出でてくるの」と説せつ明めいする。

「へぇ、凄すごいネ。映えい像ぞうが飛とび出だすんダ」

「でも、この映えい画がは飛とび出ださないわよ。50年ねん前まえの映えい画がだから」

「でも、オイラにとっては50年ねんも未み来らいの映えい画がだヨ。楽たのしみだなァ」

　プーカは目めをキラキラとさせた。

「よし、じゃ、プーカのためにも頑がん張ばって映えい画がを観みるのよ。勇ゆう気き、行いくわよ！」

　羽心うららは勇ゆう気きの腕うでをあらためてしっかり掴つかんだ。

「あ、ちょっと！　ねぇ、助たすけて……」

　勇ゆう気きは引ひきずられるように劇げき場じょうに連つれて行いかれる。




「わア、スクリーンが大おおきイ！」

「おオ、色いろが付ついてるゾ──」

「えエ？　音おとが出でてるヨ」

　映えい画がが始はじまると勇ゆう気きのポケットの住じゅう人にんはすっかり興こう奮ふんしていた。

　なにしろプーカの時じ代だいの映えい画がは白しろ黒くろで、音おとも無なかったのだ。

「しーっ！」

　勇ゆう気きの隣となりに座すわっていた羽心うららがプーカをにらみつけて、ささやき声ごえで注ちゅう意いする。

「静しずかにしなさい！」

　プーカに向むいた羽心うららの目めに、勇ゆう気きの様よう子すも映うつった。

　勇ゆう気きは目めをつむっていた。

「勇ゆう気き！　映えい画がを観みてないじゃない！」

　勇ゆう気きは、目めを閉とじたまま答こたえる。

「大だい丈じょう夫ぶだよ。『四よつ谷や怪かい談だん』の内ない容ようなら知しってるもの。お父とうさんの書しょ斎さいにあった何なにかの本ほんで紹しょう介かいされてたからさ」

「勇ゆう気き！」

　羽心うららはついムッとしたが、「しっ！」と後うしろの席せきの客きゃくが注ちゅう意いしてくる。

　自じ分ぶんこそうるさくなっていた羽心うららは首くびをすくめ、そんな羽心うららを勇ゆう気きは小ちいさく笑わらった。

　すると、プーカが奇き妙みょうなことをぽつりと囁ささやく。

「オイラには、この映えい画がは立りっ体たい的てきに見みえるゾ」

　50年ねん前まえの映えい画がが３スリーＤディーなわけがない。

（怖こわいから、立りっ体たい的てきに見みえるのかな？）

　勇ゆう気きは気きになって目めを開あけたくなった。

（でも、映えい画がを観みたら絶ぜっ対たいに怖こわいよな……）

　父ちち親おやの書しょ斎さいで読よんだ『四よつ谷や怪かい談だん』の解かい説せつ文ぶんを勇ゆう気きは思おもい返かえした。

　怪かい談だんの定てい番ばん中ちゅうの定てい番ばんで、江え戸ど時じ代だいに起おきたとされる事じ件けんを基もとにして創そう作さくされた物もの語がたりだ。

　それが歌か舞ぶ伎きや落らく語ごで人にん気きになって、現げん在ざいまでに様さま々ざまな映えい画がやテレビドラマにもなった。

　出しゅっ世せ欲よくに取とりつかれた夫おっとの伊い右衛え門もんの仕し打うちによって、妻つまのお岩いわは命いのちを落おとす。

　しかし、お岩いわは亡ぼう霊れいとなって伊い右衛え門もんに復ふく讐しゅうするという内ない容ようだ。

（これだけ知しってるんだから映えい画がを観みる必ひつ要ようはないよね。目めを閉とじてよう）

　怖こわがりの勇ゆう気きは何なにがあっても映えい画がを観みないとあらためて決きめた。

　なにしろ、台詞せりふや音おとからして既すでに怖こわい。

　それだけで充じゅう分ぶんだった。

　目めを閉とじたまま時じ間かんが流ながれていく。

　やがて──、




「いえもんさまぁぁぁ！」




　いよいよクライマックスになったようだ。

「お岩いわさんの亡ぼう霊れいが出でてきたヨ」

「説せつ明めいしなくていいよ」

　勇ゆう気きは絶ぜっ対たいに目めを開あけないように両りょう手てで目めをふさいだ。

「でも、凄すごく怖こわくなってきたヨ」

「分わかってるってば！」

「でも、お岩いわさんが劇げき場じょうの中なかに出でてきて歩あるいてるヨ」

（そんな、バカな……？）

　隣となりから羽心うららの荒あらい息いきづかいが聞きこえてきた。

「羽心うらら、どうしたの？」

　勇ゆう気きは顔かおを覆おおう指ゆびの隙すき間まから隣となりの席せきを見みた。

『怪かい』の勉べん強きょうになるとこの映えい画がに誘さそってきた羽心うららがすっかり怯おびえている。

　しかも、周しゅう囲いから観かん客きゃくのどよめきが起おき始はじめた。

「噓うそだろ？」

「どういうことなの？」

「なんだ、あれ？」

　そう言いって観かん客きゃくたちは身みを縮ちぢめている。




「いえもんさまぁぁぁ!!　うらめしやぁぁぁ!!」




　ひときわ大おおきく響ひびいたお岩いわの声こえに、勇ゆう気きはびっくりして手てを下おろして目めを見み開ひらいた。

「な、なんだ！」

　思おもわず声こえを上あげてしまう。




　お岩いわが場じょう内ないを歩あるいている！




　おぞましい表ひょう情じょうと動うごきで観かん客きゃくに迫せまってくるお岩いわ。

　勇ゆう気きはゾッとした。

「羽心うらら！　これ、何なに？」

「観みてなかったの？　お岩いわさんがスクリーンを抜ぬけ出だして来きたのよ！」

「え？　これって３スリーＤディー映えい画がじゃないノ？」

　プーカの疑ぎ問もんに勇ゆう気きが答こたえる。

「３スリーＤディー映えい画がでも、登とう場じょう人じん物ぶつが客きゃく席せきを歩あるき回まわることなんてないよ」

　勇ゆう気き、羽心うらら、プーカは突とつ然ぜんのことに混こん乱らんするばかりだ。




「いえもんさまぁぁ！　うらめしやぁぁー」
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　再ふたたびお岩いわが不ぶ気き味みな台詞せりふを場じょう内ないに響ひびかせた。




「みんな、逃にげるのよ！」




　叫さけんだのは羽心うららだ。

　その言こと葉ばで観かん客きゃくはドッと立たち上あがった。

「きゃぁぁ──!!」

「わぁぁぁぁ!!」

　観かん客きゃくは場じょう内ない後こう方ほうの扉とびらに僕ぼくも、私わたしも、と走はしる。

　その中なかに、勇ゆう気きと羽心うららも加くわわった。

　二箇か所しょしか無ない後こう方ほうの扉とびらに皆みんなが殺さっ到とうしたので、押おし合あいへし合あいになる。

「皆みなさん、落おち着ついてください！」

「お客きゃく様さま！　落おち着ついて！　落おち着ついて！」

　異い常じょう事じ態たいに気きづいた劇げき場じょうスタッフたちがロビーから声こえを掛かけた。

　しかしパニックが収おさまる様よう子すはない。




　ガバッ！　ドンッ！




　観かん客きゃくが扉とびらを勢いきおいよく開あけてスタッフを押おし倒たおした。

　パニックになった人ひと々びとがロビーを走はしる。




　ドドドドッ！




　その中なかに勇ゆう気きと羽心うららもいた。
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　２人ふたりは見み捨すて里り名めい画が館かんの外そとに飛とび出だしてくる。

　日ひが落おちた夕ゆう方がたの町まちは薄うす暗ぐらい。

　街がい灯とうが点つき始はじめる中なかを、蜘蛛くもの子こを散ちらすように逃にげる観かん客きゃくたち。

　勇ゆう気きと羽心うららも走はしる。




「なにこれ!?」

「え!?　うわぁ！　３スリーＤディーみたいだ！」




　町まちの片かた隅すみでスマホの動どう画がを見みていた大だい学がく生せいの男だん女じょが悲ひ鳴めいを上あげた。

　勇ゆう気きと羽心うららは思おもわず立たち止どまって大だい学がく生せいの男だん女じょを見みる。

　その周しゅう囲いに人ひと々びとが集あつまってきていた。

「え？　うそ!?」

　大だい学がく生せいの男だん女じょの持もつスマホを覗のぞき込こんだ人ひと々びとが青あおざめる。

「心しん霊れいスポットを紹しょう介かいしてる動どう画がが立りっ体たい的てきに見みえるぞ！」

　それを聞きいた人ひと々びとが自じ分ぶんたちのスマホやタブレットを取とり出だす。

　大だい学がく生せいの男だん女じょが見みているのと同おなじ動どう画がを見み始はじめた。

「なんだこれ？　不ふ思し議ぎだ！」

「スマホで３スリーＤディー映えい像ぞうなんて出で来きるの!?」

　人ひと々びとは感かん心しんして見み入いった。

　ところが──、




　ビュッ！　シュルシュル!!




　スマホの中なかから女おんなの長ながい髪かみの毛けが飛とび出だして、画が面めんを見みていた人ひと々びとに絡からみついた。

「きゃぁぁぁぁ！」

「わぁぁぁぁ！」

　心しん霊れいスポットに居いた女おんなの幽ゆう霊れいの髪かみが飛とび出だしてきたのだ。




　ガバッ、ザッ！　ガシッ！




　画が面めんの大おおきなタブレットからは女おんなの幽ゆう霊れいの手てが飛とび出だして人ひと々びとの顔かおをつかんだ。

「ぐぁわぁぁぁ！」

　顔かおをつかまれた男だん性せいはもがき苦くるしむ。

「何なにが起おきてるんだ!?」

「何なんなのこれ!?」

　その光こう景けいを呆ぼう然ぜんと見みていた勇ゆう気きと羽心うららが思おもわずつぶやいた。

　顔かおをつかまれた男だん性せいが、タブレットから伸のびた幽ゆう霊れいの手てを振ふり払はらう。

　逃にげる男だん性せいはタブレットを投なげ捨すてた。

　それが羽心うららの目めの前まえに落おちる。

「いや！」

　タブレットから伸のびた幽ゆう霊れいの手てが羽心うららの足あしをつかもうとした。




「羽心うらら、やばい！」




　勇ゆう気きはタブレットを蹴けり飛とばして、羽心うららの腕うでを引ひいた。

「勇ゆう気き、ありがとう」

　礼れいを言いった羽心うららは、上じょう空くうを見みてはっとした。

「見みて！」

　見み捨すて里り市しの空そらに小ちいさな×バツ印じるし状じょうのヒビが浮ういていた。

「くそっ！　やっぱりか！」

　勇ゆう気きが苦にが々にがしく言いう。

　プーカが勇ゆう気きのポケットから顔かおを出だした。

「キミたちの出で番ばんじゃないカ？」

「よし、羽心うらら、行いこう！」

　走はしり出だそうとした勇ゆう気きだが、羽心うららはまだ空そらのヒビを見みていた。

　そこから射さした光ひかりが見み捨すて里り名めい画が館かんの周しゅう囲いを照てらしている。

　光ひかりに照てらされた場ば所しょは、長ちょう方ほう形けいに明あかるい。

「あの光ひかり、映えい写しゃ機きの灯あかり……？」
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「は？」

　勇ゆう気きには羽心うららのひとり言ごとが理り解かいできなかった。

　はっきりしているのはこの町まちがピンチだということだ。

「急いそごう！　幽ゆう霊れいたちが見み捨すて里り市しに出でて来くる前まえに怪かいを倒たおさないと」

　勇ゆう気きは羽心うららと共ともに、通とおりを走はしった。

「今こん度どの怪かいはお岩いわさんだよね？　江え戸ど時じ代だいに行いけばいいよね？」




　勇ゆう気きは走はしりながら羽心うららにたずねた。

　一いっ刻こくも早はやく『時ときのトンネル』に飛とび込こみたかった。

　しかしそのためには、あらかじめ行いき先さきを決きめておかないとならない。

　でも、羽心うららは意い外がいな答こたえを返かえしてきた。

「お岩いわさんじゃない気きがする」

「なんだよ、それ。映えい画が館かんにお岩いわさんが出でてきたんだよ」

「スマホやタブレットから出でてきたのはお岩いわさんじゃないわ」

「そうだけど……。じゃあ、僕ぼくたちは『時ときのトンネル』でどこに行いけばいいの？」

「とにかく、書しょ斎さいに急いそぎましょ！」

　家いえにたどり着ついた勇ゆう気きが鍵かぎで玄げん関かん扉とびらを開あける。

　そして、羽心うららと２人ふたりで家いえに走はしり込こんだ。

　母はは親おやは仕し事ごとに行いっていて留る守すだ。

　１階かいを走はしり抜ぬけると、半はん分ぶん地ち下か室しつになった父ちち親おやの書しょ斎さいに急いそいで入はいった。

　書しょ棚だなの前まえに立たった羽心うららは本ほんを見み回まわしながら勇ゆう気きにたずねる。

「ねぇ、勇ゆう気き。ヒビから射さしてた光ひかりが、映えい写しゃ機きの灯あかりみたいじゃなかった？」

「言いわれてみれば、映えい画が館かんの一いち番ばん後うしろからスクリーンに向むかって出でてる光ひかりに似にてた」

「そうでしょ」

　羽心うららは書しょ棚だなの一いっ点てんに目めをとめる。

「あ、これよ！」

　羽心うららは『エジソン』の本ほんを書しょ棚だなから取とり出だした。

「エジソンが蓄ちく音おん機きや白はく熱ねつ電でん球きゅう、それに映えい画がを発はつ明めいしたのは知しってるでしょ？」

「ううん、まあ、本ほんで読よんだけど……」

「実じつは映えい画がの作さく品ひんもいっぱい作つくってるのよ」

「ええ？　そうなんだ」

「それに、『霊れい界かい通つう信しん機き』も作つくろうとしていたのよ」

「え？　『霊れい界かい通つう信しん機き』？　それって一いっ体たい何なんなの？」

「死しんだ人ひとと連れん絡らくを取とろうとしてたのよ」

　勇ゆう気きに羽心うららはエジソンの本ほんの一いち部ぶを見みせた。
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　勇ゆう気きは頭あたまの中なかを整せい理りしようとした。

「つまり、エジソンは自じ分ぶんで映えい画が作さく品ひんをいっぱい作つくってて、『霊れい界かい通つう信しん機き』も作つくろうとしていた。×バツ印じるし状じょうのヒビからは映えい写しゃ機きのような光ひかりが射さしていて、お岩いわさんや様さま々ざまな幽ゆう霊れいが映えい画がや動どう画がから現あらわれた」

「今こん回かいの怪かいを作つくり出だしてるのはエジソンよ」

「エジソンが怪かい……？」

「絶ぜっ対たいにそうよ」

　そう言いった羽心うららは話はなしを続つづける。

「とにかく、エジソンの研けん究きゅう所じょに急いそぎましょ」

「でも、エジソンなんて倒たおせないよ」

「勇ゆう気きクン、バカだナ。エジソンを倒たおすわけにはいかないヨ」

「でも、武ぶ器きは……？」

「武ぶ器きはないヨ。説せっ得とくするんだヨ」

　プーカが勇ゆう気きに的てき確かくな助じょ言げんをする。




「『霊れい界かい通つう信しん機き』の発はつ明めいをストップさせるんだヨ」




「そういうことよ」と羽心うらら。

「なるほど、そうだね。分わかった」と勇ゆう気きは強つよくうなずく。

「オイラも手て伝つだうヨ」

「１９２０年ねん代だいだから、プーカの時じ代だいに逆ぎゃく戻もどりよ。でも、アメリカだけど」

「それは楽たのしそうダ」

　勇ゆう気きと羽心うららは小ちいさな仲なか間まの協きょう力りょくを心こころ強づよく思おもった。

　勇ゆう気きは両りょう手てに太たい陽ようと月つきのグローブをはめた。

　羽心うららは、ポケットから、星ほしのグローブを取とり出だして、右みぎ手てにはめた。

「よし、行いこウ！」

　プーカが勇ゆう気きの胸むねポケットでしっかり身み構がまえる。

　勇ゆう気きは、壁かべに近ちかづくと、左ひだり手てをかざして呪じゅ文もんを唱となえた。
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　アメリカ、ニュージャージー州しゅうのウエストオレンジ。

　陽よう光こうがきらめき、鳥とりがさえずっている。

　そこに、突とつ如じょ、光ひかりの渦うずが出で来きた。

　ゴォォォー!!

　渦うずの中なかから勇ゆう気きと羽心うららが飛とび出でてくる。

　スタッ！

　２人ふたりはバランス良よく地じ面めんに着ちゃく地ちした。

「羽心うらら、うまくなったね」

「勇ゆう気きだって、今こん回かいはピタリと着ちゃく地ちしたじゃない」

「うん、地じ面めんがしっかりしてるからね」

　手て入いれのされた芝しば生ふの上うえに２人ふたりは立たっていた。

　ここは大おおきな会かい社しゃの敷しき地ちの中なかだ。

　目めの前まえにはレンガ造づくりの赤あか茶ちゃ色いろの３階がい建だての建たて物ものが建たっている。

「エジソンさんの研けん究きゅう室しつはこの建たて物ものの中なかにあるの？」

　勇ゆう気きは羽心うららにたずねた。

　羽心うららはエジソンの本ほんをしっかり読よんでいて、ここに一いち番ばん詳くわしいのだ。

「違ちがうの。この建たて物もの全ぜん部ぶが研けん究きゅう室しつなのよ」

「え？」

「この敷しき地ち全ぜん部ぶがエジソンさんの会かい社しゃのものなのよ」

　３階がい建だてのビルは学がっ校こうの校こう舎しゃくらいの大おおきさだ。

　勇ゆう気きはさらに辺あたりを見み回まわす。

　敷しき地ちの中なかには黒くろいゴツゴツした大おおきな倉そう庫こがある。

「見み捨すて里り小しょう学がっ校こうの敷しき地ちと同おなじくらいの広ひろさがあるよ」

「発はつ明めい家かって聞きくと、コツコツひとりで研けん究きゅうしてるイメージだものね」

「凄すごいなぁ……」

「おい、キミたち、感かん心しんしてる場ば合あいじゃないゾ」

　勇ゆう気きの胸むねにいるプーカが急せかしてきた。

　勇ゆう気きと羽心うららは、本ほん来らいの目もく的てきを思おもい出だして、３階がい建だての研けん究きゅう室しつの入いり口ぐちに向むかった。

　重おもたい鉄扉てっぴで閉とざされていて容よう易いに入はいれそうにない。

　しかし、こういう時ときにもの怖おじしないのが羽心うららだ。

　すかさず鉄扉てっぴを拳こぶしで叩たたきはじめた。

　ドン、ドン、ドン！

「すみませーん！　すみませーん！」

　ドン、ドン、ドン！

　しかし、誰だれも出でてくる気け配はいが無なかった。

　羽心うららはムッとふくれた。

　２人ふたりは途と方ほうに暮くれて、建たて物ものを見み回まわした。

　レンガの壁へき面めんにはめられた鉄てつ枠わくの窓まどガラスの中なかで働はたらく多おおくの人ひと々びとが見みえる。

　しかし、窓まどはきっちりと閉とじられている。

　忍しのび込こむのは不ふ可か能のうだ。

「どうする、勇ゆう気き？」

「うん、どうしよう……」

　２人ふたりは頭あたまを抱かかえた。

　すると、突とつ然ぜん──




　ウィィィン！　ギギギィィィィ！




　勇ゆう気きと羽心うららはびっくりして音おとのほうを見みた。

　昔むかしの蒸じょう気き機き関かん車しゃを一ひと回まわり大おおきくしたような、黒くろいゴツゴツとした倉そう庫こが動うごき出だしていた。

「な、なんだ！　あれ！　倉そう庫こが回まわってる！」

　勇ゆう気きが思おもわず声こえを上あげた。

　唖あ然ぜんと見みていると、今こん度どは黒くろい倉そう庫この上じょう部ぶが──




　パカッ！　キキキキィィィ！




　不ぶ気き味みな音おとと共ともに建たて物ものの上うえの口くちが開ひらいた。

「うわぁぁ！」

　勇ゆう気きは腰こしを抜ぬかし、プーカはポケットから飛とび出だして勇ゆう気きの頭あたまにしがみついた。

「勇ゆう気きもプーカも落おち着つきなさい！」

　強つよい語ご気きで２人ふたりをいさめたのは羽心うららだ。

「あれは撮さつ影えいスタジオなのよ」

「さ、撮さつ影えい……？　ス、スタジオ？」

「そうよ。エジソンさんは、直ちょく射しゃ日にっ光こうをスタジオに入いれるために建たて物もの全ぜん体たいが回かい転てんして、天てん井じょうが開ひらくスタジオを作つくったそうよ。これがきっとそうよ」

　すっかり怯おびえた勇ゆう気きだが、建たて物ものの下したの地じ面めんが回かい転てんするように作つくられているのに気きづいた。

「そうカ。よシ、オイラが確たしかめてやるヨ」

　プーカが勇ゆう気きのもとから舞まいあがった。

　妖よう精せい族ぞくの王おう子じはそのプライドの高たかさに見み合あった度ど胸きょうもある。

　こういう時ときは本ほん当とうにありがたい仲なか間まだ。

　空くう中ちゅうから黒くろい建たて物ものの口くちの部ぶ分ぶんを見みつめるプーカ。

　その口くちの中なかに何なん人にんかの人にん間げんが大おおきな箱はこ状じょうの物ものを囲かこんでいるのが見みえた。

　プーカは、箱はこ状じょうの物ものを確かく認にんするために近ちかづく。

　それは、大おお型がたのカメラで、その前まえにちょうど光ひかりが射さし込こんでいる。

「やっぱり、ここは撮さつ影えいスタジオなんだナ」

　レンズ前まえで「えい！　えい！」と、何なにかに向むかって気き合あいを入いれている瘦やせた男おとこがいる。

　それを老ろう紳しん士しがカメラで撮さつ影えいして、その脇わきには髪かみで半はん分ぶん顔かおを隠かくした少しょう年ねんが立たっていた。

「何なにを撮さつ影えいしてるんダ？」

　プーカはもっとよく見みたくて口くちのように開あいている窓まどに近ちかづいた。

　よく見みると男おとこの人ひとが気き合あいを入いれているのは何なん種しゅ類るいかのパンだった。

　その中なかにはプーカの大だい好こう物ぶつがあった。

「あ、くるみパン！　うまそウ！」

　つい大おおきな声こえが出でてしまった。

　その瞬しゅん間かん、髪かみで顔かおを半はん分ぶん隠かくした少しょう年ねんがスッとこちらを見み上あげた。

「やばイ！」

　プーカは慌あわてて物もの陰かげに隠かくれた。

「見みつかってないよネ。大だい丈じょう夫ぶだよネ。よし、２人ふたりに報ほう告こくダ」

　下したで待まつ勇ゆう気きと羽心うららのほうに向むかって飛とび立たった。




「やっぱり撮さつ影えいスタジオだったヨ。年としのいった男おとこの人ひとがカメラを回まわして、瘦やせた男おとこがパンに向むかって気き合あいを入いれてたヨ」

「その年としのいった男おとこの人ひとがきっとエジソンよ」と羽心うらら。

「でも、男おとこの人ひとがパンに向むかって気き合あいを入いれてたってどういうこと？」

　理り解かいできない勇ゆう気きは、隣となりの幼おさななじみを見みたが羽心うららも首くびを振ふるだけだ。

「あ、それと、髪かみの毛けを垂たらした少しょう年ねんもいたネ」

「少しょう年ねん……」

　勇ゆう気きは不ふ安あんを感かんじてつぶやいた。

「とにかく、スタジオを訪たずねましょ」

「了りょう解かいダ」

　プーカは勇ゆう気きの胸むねポケットに隠かくれた。

　そして、黒くろいスタジオに向むかって勇ゆう気きと羽心うららは歩あるき始はじめた。




　バンッ！




　スタジオの扉とびらが突とつ然ぜん開あいた。

　びっくりして立たち止どまる勇ゆう気きたち。

「何なにするんですか!?」

　建たて物ものの中なかから瘦やせた男おとこが突つき飛とばされるようにして出でてきた。

「ほら、これがギャラだ！」

　遅おくれて出でてきた老ろう紳しん士しが札さつ束たばを瘦やせた男おとこの足あし下もとに投なげつけた。

「ひでえな」と瘦やせた男おとこは札さつ束たばを拾ひろったものの口くち元もとをゆがめる。

「エジソンさん、これは約やく束そくよりも安やすすぎます」

「お前まえみたいなインチキ超ちょう能のう力りょく者しゃにはこの程てい度どの金かねで充じゅう分ぶんだ！　さっさと帰かえれ！」

「今日きょうは調ちょう子しが悪わるかっただけです。明日あしたなら絶ぜっ対たいに上手うまくいきますから」

「何なん日にちやったところで、手てを触ふれずにパンを宙ちゅうに浮うかすなんてことはできないくせに！　このインチキのバカが！　俺おれの会かい社しゃの敷しき地ちからさっさと出でて行いきやがれ！」

「けっ！　何なにが発はつ明めい王おうだ！」

　瘦やせた男おとこは悪あく態たいをついて足あし早ばやに敷しき地ちから出でて行いった。

　勇ゆう気きと羽心うららは、凄すごい剣けん幕まくで喧けん嘩かしている大人おとなを見みて、身みが縮ちぢんでしまった。

　立りっ派ぱな偉い人じんの発はつ明めい王おうがこんなに激はげしい性せい格かくの人ひとだったのが信しんじられなかった。

「この人ひと、エジソンさんだよね？」

「そうよ。今いま出でて行いった男おとこの人ひとがそう呼よんでたじゃない」

　ひそひそと語かたり合あう勇ゆう気きと羽心うららにエジソンが気きづいた。

「お前まえらは何なんだ!?」

　エジソンの怒ど声せいが飛とんできた。

「え？　あ、あの……」

　気きが動どう転てんしてしまって直すぐに答こたえられない勇ゆう気きだが、こういう時ときはやはり羽心うららが頼たのもしい。

「私わたしたち、エジソンさんにお話はなしがあって来きたんです」

「俺おれに話はなしだと？　子こ供どもだからって騙だまされないぞ！　大人おとなに頼たのまれて俺おれの発はつ明めいを盗ぬすみに来きたスパイだろ？」

「違ちがいます！　スパイなんかじゃないです！」

　即そく座ざに羽心うららは答こたえたが、エジソンは聞きく耳みみを持もたない。

「出でて行いけ！　出でて行いかないなら子こ供どもでも容よう赦しゃをしない。警けい察さつを呼よぶぞ！　さっさと出でてけ！」

　さっきの瘦やせた男おとことのやり取とりでエジソンはよほど気きが立たっているのだろう。

「警けい察さつ……？」

「警けい察さつだってさ」

　恐こわくなった勇ゆう気きと羽心うららはその場ばを離はなれようとする。

「おイ！　キミたちはなんのために、わざわざこんな所ところに来きたんだヨ」

　声こえをひそめたプーカの苦く言げんが聞きこえてきた。

「それはそうだけど……」

　勇ゆう気きはどうすればいいか分わからなかった。

　エジソンに事じ情じょうを説せつ明めいして『霊れい界かい通つう信しん機き』の発はつ明めいをストップさせないとならないのだ。

　ところが、そのエジソンはものすごい剣けん幕まくで怒おこっていて、取とり付つく島しまがない。

　勇ゆう気きは羽心うららを見みた。

　その顔かおにも同おなじ考かんがえが書かかれていた。

「少すこし時じ間かんを置おいた方ほうがいいと思おもう」

　いつもの羽心うらららしくないつぶやきだ。

「おイ！　その間あいだに見み捨すて里り市しが大たい変へんな事ことになっちゃうゾ！」

　プーカのいら立だちは小こ声ごえでも充じゅう分ぶんに分わかる。

　その時とき──、

「エジソンさん、その子こたちにも協きょう力りょくしてもらいましょうよ」

　勇ゆう気きたちは声こえのほうを見みた。

　エジソンの背はい後ごから出でてきたのは、髪かみの毛けで顔かおを半はん分ぶん隠かくした少しょう年ねんだった。
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　その数すう分ふん前まえ。

「お前まえみたいなインチキ超ちょう能のう力りょく者しゃにはこの程てい度どの金かねで充じゅう分ぶんだ！　さっさと帰かえれ！」

「今日きょうは調ちょう子しが悪わるかっただけです。明日あしたなら絶ぜっ対たいに上手うまくいきますから」

「何なん日にちやったところで、手てを触ふれずにパンを宙ちゅうに浮うかすなんてことはできないくせに！　このインチキのバカが！　俺おれの会かい社しゃの敷しき地ちからさっさと出でて行いきやがれ！」

　髪かみの毛けで顔かおを半はん分ぶん隠かくした少しょう年ねんは、スタジオの中なかで笑わらいをこらえていた。

　エジソンの怒おこりっぷりがおかしかったのだ。

　偉い人じんとして世せ界かいから尊そん敬けいされる人じん物ぶつが、実じつはこんなに感かんじの悪わるい人にん間げんなのだ。

　困こまったことに折せっ角かく訪たずねてきた大だい事じな客きゃくも追おい出だしてしまいそうになった。

「出でて行いけ！　出でて行いかないなら子こ供どもでも容よう赦しゃをしない。警けい察さつを呼よぶぞ！　さっさと出でてけ！」

　これは「まずい」と少しょう年ねんは表おもてに出でることにしたのだ。

「エジソンさん、その子こたちにも協きょう力りょくしてもらいましょうよ」

「え？　なんだって？」

　エジソンは少しょう年ねんのほうを振ふり向むいた。

「スパイだったらこんなに堂どう々どうと訪たずねてきませんよ。それに……」

　顔かおを半はん分ぶん隠かくした少しょう年ねんはエジソンをスタジオの中なかに誘さそった。

　そして、勇ゆう気きたちに聞きこえないように耳みみ打うちする。

「あの少しょう年ねんの胸むねの中なかには、僕ぼくたちの研けん究きゅうで一いち番ばん欲ほしいものが入はいってますよ」

「なんだ？」

　エジソンも小こ声ごえで答こたえた。

「超ちょう自し然ぜんのパワーです」

「え？」

「妖よう精せいですよ。さっき飛とんでいるのを見みたんです」

「妖よう精せい？」

　エジソンはスタジオの戸と口ぐちの陰かげから外そとにいる突とつ然ぜんの訪ほう問もん者しゃを覗のぞく。

　勇ゆう気きの胸むねの辺あたりを見みると上うわ着ぎが内うち側がわから動うごいた。

　ポケットの中なかの居い心ごこ地ちが悪わるくて、プーカが身体からだの向むきを変かえたのだ。

「コナン・ドイルさんが本ほん物ものだと認みとめた妖よう精せいと同おなじ種しゅ類るいですよ。どんな超ちょう能のう力りょく者しゃよりも強つよい超ちょう自し然ぜんパワーを持もっています。だからそれを吸すい取とれば、あなたの発はつ明めいは完かん成せいしますよ」

　エジソンはこの少しょう年ねんを１００％パーセント信しんじる気きにはなれなかった。

　しかし映えい画がのカメラと開かい発はつ途と中ちゅうの『霊れい界かい通つう信しん機き』を接せつ続ぞくしたら、今いままでよりも良いい結けっ果かが得えられるようになったのだ。

　今いまは少しょう年ねんの話はなしを聞きいておいた方ほうが良いいと思おもえた。

「そうか、なるほど。分わかった」

　エジソンはうなずくときびすを返かえして再ふたたび表おもてに出でて行いった。

　少しょう年ねんは満まん足ぞくげにエジソンを見み送おくり、その視し線せんは外そとで待まつ羽心うららに向むいた。

　勇ゆう気きの胸むねのプーカだけでなく、羽心うららにも少しょう年ねんは特とく別べつな興きょう味みを持もったようだ。
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「いや、すまなかった。さっきの男おとこがあまりに役やく立たたずだったんで、つい機き嫌げんが悪わるくなってしまってね。未み来らいを支ささえる君きみたちのような子こ供どもの訪ほう問もんは大だい歓かん迎げいだ。さあ、中なかに入はいってくれ」

「え？」

　勇ゆう気きと羽心うららはエジソンの態たい度どが豹ひょう変へんしたことに目めを疑うたがった。

「さあ、中なかに入はいってくれ。ここはスタジオなんでね。映えい画がの撮さつ影えい風ふう景けいも見みせるよ。さあ、どうぞ」

　勇ゆう気きと羽心うららはエジソンをあやしく思おもった。

「ねぇ、勇ゆう気き、なんか変へんだよね」

「ああ、そうだよな」

　２人ふたりが戸と惑まどっていると、ポケットの中なかの住じゅう人にんが再ふたたびいら立だった。

「ほラ、何なにしてるんだヨ。キミたちは『霊れい界かい通つう信しん機き』の発はつ明めいをストップさせに来きたんだロ？」

　その言こと葉ばを聞きいて勇ゆう気きと羽心うららは踏ふん切ぎりが付ついた。

「エジソンさん、ありがとうございます。でも、僕ぼくたちはエジソンさんにお話はなしをしたいことがあって来きたんです」

「ああ、さっきもそう言いっていたな。まあ、話はなしはスタジオの中なかで聞きくよ。さあ、入はいって入はいって」

　エジソンはニコニコと勇ゆう気きと羽心うららを手て招まねきする。

「羽心うらら、行いこう」

「うん」

　２人ふたりはエジソンのスタジオの中なかに入はいっていった。

　一いっ方ぽう、髪かみで顔かおを半はん分ぶん隠かくした少しょう年ねんは２人ふたりに背せを向むけた。




「真まっ黒くろ」

　スタジオに入はいった羽心うららは、第だい一いち印いん象しょうをそのまま声こえに出だした。

「ああ、真まっ黒くろなほうが、カメラで写うつす対たい象しょうが目め立だつんでね」

　そう話はなすエジソンは、スタジオに入はいってきた勇ゆう気きの胸むねの辺あたりをじっと見みていた。

　そこには身みを潜ひそめたプーカがいるのだ。

　エジソンは、勇ゆう気きと羽心うららがスタジオに入はいったのを見み届とどけると、出で入いり口ぐちの鍵かぎを静しずかにかけた。

　しかし勇ゆう気きと羽心うららはある装そう置ちに気きを取とられていて気きづかなかった。

「これね！」

　羽心うららは思おもわず声こえが出でてしまう。

「驚おどろいたかね。これで映えい画がというものが撮とれるんだよ。凄すごいだろ」

　勇ゆう気きと羽心うららの目めの前まえに大おお型がたカメラがあった。

　しかし、カメラには不ふ似に合あいな太ふといコードが何なん本ぼんも繫つながっていた。

　そのコードは棺かん桶おけを縦たてに立たてたような奇き妙みょうな大おおきな箱はこに繫つながっている。

「これは？」と勇ゆう気き。

「いいところに気きづいたね。今いまはカメラ以い上じょうの装そう置ちになっているんだ。これはなんだと思おもう？」

「エジソンさん、僕ぼくたちはこの装そう置ちについてお話はなしがしたくて──」

　エジソンは自じ分ぶんの発はつ明めい品ひんの説せつ明めいに夢む中ちゅうになっていて勇ゆう気きの言こと葉ばが耳みみに入はいっていない。

「これは霊れい界かいと交こう流りゅうするための装そう置ちだよ。長なが年ねんの夢ゆめだった装そう置ちがもう直すぐ完かん成せいするんだ」

　エジソンはそう言いって棺かん桶おけのような箱はこの前まえに歩あゆみ寄よった。

「その少しょう年ねんのおかげだよ」

　エジソンは箱はこの扉とびらを開あけた。

　そこには×バツ印じるし状じょうのヒビがあった。

「これは！」

　目めを丸まるくする勇ゆう気きと羽心うらら。

　顔かおを半はん分ぶん隠かくしていた少しょう年ねんが髪かみの毛けをかき上あげた。

　包ほう帯たいで片かた目めを隠かくした少しょう年ねんだった。
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「「邪じゃ鬼き！」」




　勇ゆう気きと羽心うららは叫さけんだが、時ときは既すでに遅おそかった。

　邪じゃ鬼きの包ほう帯たいに隠かくされていない目めが勇ゆう気きと羽心うららをにらみつけた。

「うっ！」

「止やめて！」

　勇ゆう気きと羽心うららはのけぞった。

　催さい眠みん術じゅつに掛かかったように２人ふたりは動うごけなくなった。

「身体からだが動うごかない！」

　もがいても無む駄だだった。

　邪じゃ鬼きは勇ゆう気きの胸むねの中なかにいたプーカをつまみ上あげた。

「何なにするんダ！」

　抵てい抗こうするプーカを、邪じゃ鬼きはエジソンに突つき出だした。

「エジソンさん、さあ、こいつを早はやく」

　エジソンは大おおきな透とう明めいな瓶びんの蓋ふたを開あけた。

　邪じゃ鬼きがすかさずプーカをその中なかに入いれた。

「おイ！　何なにするんダ！」

　プーカがいくら暴あばれても固かたい瓶びんは割われそうにない。

「プーカに何なにするの!?」

　羽心うららは叫さけぶ。

　エジソンは、プーカの入はいった透とう明めいな瓶びんを、勇ゆう気きたちが大おお型がたカメラだと思おもっていた装そう置ちの前まえに置おいた。

　エジソンは得とく意いげに説せつ明めいを始はじめた。

「これはカメラを改かい造ぞうして作つくった超ちょう自し然ぜんパワーを吸すい出だす装そう置ちなんだよ」

「超ちょう自し然ぜんパワーを吸すい出だすって、どういうことだ!?」

　勇ゆう気きが思おもわず叫さけんだ。

「超ちょう自し然ぜんパワーをこの装そう置ちに注ちゅう入にゅうすれば、×バツ印じるし状じょうのヒビから死しんだ者ものたちの魂たましいがこの世よに現あらわれることが出で来きるというんだ。つまり、『霊れい界かい通つう信しん機き』を超こえた『霊れい界かい交こう流りゅう機き』だよ」

「僕ぼくとエジソンさんの共きょう作さくだよ」

　邪じゃ鬼きが落おち着ついた口く調ちょうで説せつ明めいを付つけ足たしてきた。

「何なんだって!?　エジソンさん！　そいつに騙だまされちゃダメだ！」

　勇ゆう気きはエジソンに怒ど鳴なったが効こう果かは無なかった。

　エジソンは装そう置ちの準じゅん備びに夢む中ちゅうになっていた。

　透とう明めいな瓶びんの中なかに閉とじ込こめられたプーカに、カメラのレンズを向むけた。

「やめろぉ！」

「やめてっ！」

　叫さけぶ、勇ゆう気きと羽心うらら。

　だが、エジソンはお構かまいなしにスイッチを入いれる。




　ガチャ！

　ギュィィィィン！




　装そう置ちに電でん気きが流ながれはじめる。

「遂ついに、私わたしの夢ゆめの発はつ明めいが完かん成せいするぞ！」

「オイラに何なにするんダ!?」

　プーカが叫さけぶが、厚あついガラスでできた瓶びんの中なかからの声こえではくぐもってしまう。

「おイ！　止やめロ！」




　ギュュュ～～～ィィィィン！




　プーカの身体からだが怪あやしく光ひかり出だした。

「ぎゃァァァ！」

　プーカの超ちょう自し然ぜんパワーが吸すい出だされ始はじめる。

「止やめろ！　止やめろ！」

　勇ゆう気きが叫さけぶ。

「プーカ！　しっかりして！」

　羽心うららが叫さけぶ。

　プーカが死しんでしまう。




「ぎゃぁぁぁァァァ！　たすけてぇェェェ!!」




「お願ねがい、止やめてっ！」

　羽心うららはあらん限かぎりの声こえを振ふり絞しぼって叫さけぶ。

「エジソンさん！　なんで、霊れい界かい交こう流りゅう機きなんて作つくる必ひつ要ようがあるんだ!?」

　勇ゆう気きは怒ど鳴なる。

「私わたしは24歳さいで最さい初しょの結けっ婚こんをした。でも、私わたしは仕し事ごとに夢む中ちゅうになりすぎて、ほとんど家いえにも帰かえらなかった。おそらく、そのために妻つまのメアリーは心こころを病やんだんだ。身体からだを壊こわして彼かの女じょは死しんでしまった。私わたしはメアリーに謝あやまりたいんだ。それだけじゃない、自じ分ぶんの研けん究きゅうのために私わたしは様さま々ざまなものを犠ぎ牲せいにしてきた。そんなもの達たちを呼よび戻もどして謝あやまりたいんだ」

「だけど、そのためにプーカを殺ころすなんておかしいじゃない！」

　羽心うららは涙なみだながらに怒ど鳴なった。

「いや、何なにかを成なし遂とげるためには多た少しょうの犠ぎ牲せいは仕し方かたないのだ」

「ぎゃぁァァ！　た、た、たすけてぇェェ！」

　プーカは苦くるしむ。

　一いっ方ぽう、棺かん桶おけ状じょうの箱はこの中なかのヒビは大おおきくなっていく。

「あ、あ、あな……な」

　微かすかな女じょ性せいの声こえが聞きこえた。

「おお！　メアリー、もう直すぐだ」




「あ、あ、あな、あなた……」




　大おおきくなったヒビの中なかにボンヤリと女おんなの姿すがたが浮うかんだ。

「おお！　メアリー！　戻もどってきてくれたんだね」

　エジソンは涙なみだぐんで、棺かん桶おけ状じょうの箱はこに近ちかづく。
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「メアリー！　おお、メアリー！」

「あ、あ、あなた、あな……あな……あ……あ……」

「メアリー、私わたしだよ。メアリー！」

「あ、あ、あ、あ……あ……あ……あ……」

「メアリー？　メアリー……？」

「あ、あ、あ、あ……あ……あ……あ……」

　メアリーは壊こわれた機き械かいのように「あ、あ」と繰くり返かえすだけになった。

「どうしたんだ!?　何なにがいけないんだ!?」

　エジソンは装そう置ちのつまみやレバーをいじって調ちょう整せいをはじめた。

　しかし──、

「あ、あ、あ、あ……あ……あ……あ……」

　しわの刻きざまれたエジソンの手てが霊れい界かい交こう流りゅう機きのスイッチやレバーを調ちょう整せいする。

　だが、メアリーは相あい変かわらずだ。

　しかも、メアリーの像ぞうは蜃しん気き楼ろうのように揺ゆれ、言こと葉ばもよく聞きき取とれなくなっていく。




「あ…あ……あ………あ…………あ……………」




　メアリーの声こえも像ぞうも消きえていく。

「なぜだ!?　メアリー！　メアリー！」

　エジソンが呼よびかけてもメアリーはどんどんあやふやになっていく。

「これはどういうことだ!?」

　エジソンは険けわしい表ひょう情じょうで邪じゃ鬼きをにらみつけた。

「どうやら、あの小ちいさな妖よう精せいではパワー不ぶ足そくのようですね」

　邪じゃ鬼きは瓶びんの中なかのプーカをちらりと見みた。

「た……、た、たすけてェェ……」

　プーカは叫さけぶ力ちからさえ失うしなっている。

　勇ゆう気きがエジソンに強つよく語かたりかける。

「エジソンさん！　僕ぼくはあなたについての本ほんを読よみました。あなたのお母かあさんは、皆みなが喜よろこぶことをしなさい、といつもあなたに言いっていたんでしょ？　その言こと葉ばを信しんじて様さま々ざまな発はつ明めいをしてきたんでしょ？　死し者しゃの魂たましいを無む理りやり呼よび戻もどすなんて間ま違ちがってるんだ！」

　エジソンは固かたく目めを閉とじた。

　勇ゆう気きが語かたった母はは親おやの話はなしが心こころに響ひびいたようだ。

　さらに羽心うららが涙なみだながらに訴うったえる。

「そうよ。どんな事じ情じょうがあったにしても死しを迎むかえることは運うん命めいなのよ。メアリーさんが病びょう気きになって死しんだのも運うん命めいだったんです。それを受うけ入いれるしかないんですよ。死し者しゃを生いき返かえらせるのは間ま違ちがってます。今いま生いきている命いのちを大たい切せつにしないとダメです。プーカを助たすけてください！」

　息いきも絶たえ絶だえになっているプーカを羽心うららは見みた。

「プーカ、死しんじゃダメ！　頑がん張ばって！」

「た……タ……すけてェ……」

　虫むしの息いきになり始はじめたプーカにエジソンは歩あゆみ寄よった。




「すまない！　俺おれが間ま違ちがっていた！」




　エジソンはスイッチを切きろうと霊れい界かい交こう流りゅう機きに向むかった。

「エジソンさん、まさかスイッチを切きろうなんて思おもってないですよね」

　邪じゃ鬼きが装そう置ちの前まえに立たっていた。

「お前まえは！」

　エジソンはカッとなって邪じゃ鬼きに飛とびかかった。

　邪じゃ鬼きとエジソンがもみ合あう。

　その瞬しゅん間かん、邪じゃ鬼きのパワーが緩ゆるんだようだ。

「あ、身体からだが動うごく！」

「私わたしも！」

　勇ゆう気きと羽心うららの身体からだは自じ由ゆうになった。

　勇ゆう気きはスイッチを切きろうとする。

　だが、エジソンを押おしのけた邪じゃ鬼きが、「やめろ！」と飛とびかかってきた。

　勇ゆう気きは邪じゃ鬼きに突つき飛とばされた。

「邪じゃ鬼き！　何なにする気きだ!?」

　邪じゃ鬼きは霊れい界かい交こう流りゅう機きのパワーを最さい大だいにアップさせた。

「一いっ気きにパワーを吸すい取とってやる！」

　これではプーカは絶ぜっ対たいに死しぬだろう。

　だが、邪じゃ鬼きは霊れい界かい交こう流りゅう機きのスイッチの前まえに立たちはだかっている。

「そうだ、プーカを！」

　勇ゆう気きは慌あわててプーカの入はいった瓶びんを抱かかえてスタジオの隅すみに逃にげた。

　だが──、

「きゃー！　いやぁ！」

　羽心うららの悲ひ鳴めいだ。




「どうしてもこの子こが必ひつ要ようなんでね」

[image: ]




　不ふ敵てきな笑わらいを浮うかべた邪じゃ鬼きが羽心うららを抱かかえていた。

「邪じゃ鬼き！　何なにする!?」

「はははっ！」

　邪じゃ鬼きは箱はこの中なかの×バツ印じるし状じょうのヒビに羽心うららを抱かかえて飛とび込こんだ。

「羽心うらら！　羽心うららっ!!」

　勇ゆう気きもヒビに飛とび込こもうとした。

　だが──、




　バリバリッ!!




　霊れい界かい交こう流りゅう機きがスパークした。




　ドドドドッ！　バキバキバキッ!!




　棺かん桶おけ状じょうの箱はこも鳴めい動どうして火ひ花ばなが散ちった。




「わぁぁぁ！」




　勇ゆう気きは火ひ花ばなを避よけるために腕うでで顔かおを覆おおう。




　霊れい界かい交こう流りゅう機きも棺かん桶おけ状じょうの箱はこも壊こわれた。

「あいつがパワー全ぜん開かいにしたからだ！　過か電でん圧あつでショートしたんだ！」

「なんてこと！　エジソンさん、早はやく直なおして！」

「いや、残ざん念ねんだが、これは直なおせない」

「じゃ、羽心うららは？　羽心うららをどうやって助たすければ？」

　エジソンは辛つらい表ひょう情じょうで首くびを振ふった。

「せめてどこに行いったか分わからないの？」

「私わたしには……申もうし訳わけないが、分わからない」

　首くびを振ふるエジソンの言こと葉ばを聞きいて愕がく然ぜんとする勇ゆう気き。

「ゆ、勇ゆう気きクン……」

　部へ屋やの隅すみから弱よわ々よわしい声こえが聞きこえた。

　プーカが透とう明めいの瓶びんに入はいったままになっていた。

「プーカ……」

　勇ゆう気きは歩あゆみ寄よると瓶びんの中なかからプーカを抱だき上あげた。

「プーカ……、プーカ……」

　羽心うららが心しん配ぱいで、勇ゆう気きはプーカを心しん配ぱいすることがうまくできない。

「オ、オイラは大だい丈じょう夫ぶダ」

「ほんとに……？」

「オ、オイラと一いっ緒しょに捜さがそウ」

「え？」

「羽心うららチャンを一いっ緒しょに捜さがそウ」

　プーカは辛つらそうにしながらも勇ゆう気きに言いう。

「だけど、どうやって捜さがすんだよ？」

「羽心うららチャンがグローブを着つけているなら、見みつけられるサ。オイラの先せん祖ぞがグローブを作つくったんだからネ。でも、しばらく休やすんで体たい力りょくを戻もどさないと無む理りだけド」

　プーカは死しにかけたのだから当とう然ぜんだ。

　勇ゆう気きはうなずいたが、心こころは焦あせっていた。

（急いそいで羽心うららを捜さがさないと）




　　　　[image: くぎり]




　ゴォォォー!!

　勇ゆう気きの父ちち親おやの書しょ斎さいに光ひかりの渦うずが出で来きた。

　勇ゆう気きが戻もどってくる。

　胸むねポケットでは妖よう精せい族ぞくの王おう子じがぐったりと寝ね込こんでいる。

　勇ゆう気きは父ちち親おやがコレクションしていたミニチュア家か具ぐのベッドを棚たなから引ひっ張ぱり出だした。

　それを本ほん棚だなの本ほんと本ほんの間あいだの目め立だたないところに置おいて、プーカを寝ねかしつけた。

「プーカ……ゆっくり休やすめよ」


[image: ]






　すると、ガチャと玄げん関かんの扉とびらが開ひらく音おとが書しょ斎さいに響ひびいてきた。

　母はは親おやが仕し事ごとから帰かえってきたのだろう。

　しかし、その様よう子すはいつもと違ちがっていた。




「大たい変へん！　大たい変へん！　テレビ！　テレビ！」




　母はは親おやの声こえが書しょ斎さいの前まえを通つう過かして、リビングに小こ走ばしりで向むかっていった。

「お母かあさん、どうしたの!?」

　勇ゆう気きは書しょ斎さいを出でるとリビングに向むかった。




　カチッ！




　勇ゆう気きがリビングに入はいるのと同どう時じくらいに母はは親おやがテレビのスイッチを入いれた。

「帰かえる途と中ちゅうでスマホを見みたら、大だいニュースがネットで騒さわがれてたのよ」

　アナウンサーが「今いま、入はいってきたニュースです」と断ことわっている。

「海かい外がいのいくつかの有ゆう力りょくメディアの報ほう道どうによりますと、海かい底てい火か山ざんの噴ふん火かによって、大たい西せい洋ように大たい陸りくの一いち部ぶが浮ふ上じょうしたということです」

　そのアナウンスに続つづいて、ヘリコプターから撮とられたであろう映えい像ぞうが映うつし出だされた。

　そこには様さま々ざまな遺い跡せきがあった。

　その中なかでも目めを引ひくものがある。

　石いしを積つみ上あげて造つくったピラミッド状じょうの建けん築ちく物ぶつだ。

　だが、エジプトにあるピラミッドとは形かたちがまったく違ちがっていた。

　中ちゅう央おうに大おおきな階かい段だんがあり、頂ちょう上じょうに神しん殿でんのようなものがある。

「これって!!」

　勇ゆう気きは思おもわず声こえをあげた。

「なに？　どうしたの？」

「あ、ううん、なんでもない……」

　口くちをつぐんだ勇ゆう気きだが、内ない心しんはドキドキしていた。

（これって、『鵺ぬえ』を倒たおした後あとに見みた夢ゆめの場ば所しょ……。キユウがいたあの場ば所しょとそっくりだ！）
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